
年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

1

2

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・事業の内容

　造成工事について、第６工区を引き続き実施する。（３．４ha）　

　工作物移転補償を引き続き進める。（２件）　　　

　宅地の使用収益を開始する。（０．９ha）

・事業費関連

【歳入】 【歳出】

社会資本整備総合交付金 千円 普通設計監理等委託料 千円

電線共同溝建設負担金 千円 普通建設工事 千円

土地区画整理事業債（合併特例債他） 千円 補償金 千円

合計 千円 事務費 千円

合計 千円

年度決算 年度予算 年度予算

303,146

24

132,000,000

23

活  動  及  び  成  果  指  標

996

75

146,200

522,310,000

940,624,358

81,676,839

60,000,000

278,275

実績値

Ｈ 23

目標値

5,202

事業進捗率（道路完成率）

m2

m

%

%

宅地完成面積（全77,564m2）

道路整備延長（全5,087m）

59 76事業進捗率（使用収益開始面積率）

・道路、公園等の公共施設の整備と宅地の利用の増進を図り、広島都市圏の副都心
にふさわしい、魅力ある都市拠点の形成を目指す。
　（工事完成は、平成26年度末を予定）

市
土地区画整理事業関係権
利者

272,700,000

563,473,000

293,200,000

備　考平成 25平成

25252525平成平成平成平成

平成 24

多様な機能の発揮によって、出会いとにぎわいがあるまちに

181,500,000

ＪＲ廿日市駅周辺の都市基盤整備の推進（廿日市駅北土地
区画整理事業）

廿日市駅北土地区画整理事業廿日市駅北土地区画整理事業廿日市駅北土地区画整理事業廿日市駅北土地区画整理事業

・換地計画及び仮換地指定・施行地区内における建築行為等の制限に
関する事務・物件等の調査及び補償・廿日市駅北土地区画整理審議会
に関する事務・調査計画及び設計施工、工事の監督監理

・ＪＲ廿日市駅北周辺を利
用する人

建設部　廿日市駅北区画整理事務所

廿日市駅北土地区画整理特別会計

土地区画整理費

土地区画整理費

土地区画整理事業費

土地区画整理法
廿日市駅北土地区画整理施行
条例

46

1

12

根拠法令
条例

個別計画 等

目
　
標

到
達
度

ＨＨ

成
果 62 68 100

19,721

93

100

1,255

87

322

目標値
単位

9,000

H 27

3,007

活
動

目標値
25

備考

13,000

人

市民1人当たり 8,493
①
人口（4月1日現在） 118,353

615,729,3001,005,222,058

64,597,700

354,782,800

人

92,867

52,256,300 51,636,800

5.905.907.30 人

28,773,000 24,871,000

人 118,000118,353

人人

75,000

146,200,000

303,146,000

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ） 63,844,652

【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款

25

  人  件  費  (按 分） B

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

    国   庫   支   出   金

    そ   の   他（使用料など）

  直  接  事  業  費  A
項　　目

担当課名

予
算
科
目

会計

1

基 本 目 標

目
的

【対象】誰の（何の）ために

項 1
人をひきつけ、集まる、にぎわいをつくる 目

事業開始年度 平成

重 点 的 取 組

政 策 目 標

事業名

財
源
内
訳

②

実施主体 関係団体（パートナー）

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

14,308

事業実施に係る市役所（職員）の役割

1,647

132,000 13,570

273,621



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

1

2

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・事業の内容

　造成工事について、第６工区を引き続き実施する。（３．４ha）　

　工作物移転補償を引き続き進める。（２件）　　　

　宅地の使用収益を開始する。（０．９ha）

・事業費関連

【歳入】 【歳出】

都市開発事業債（地域開発事業債） 千円 普通設計監理等委託料 千円

普通建設工事 千円

普通建設工事負担金 千円

補償金 千円

事務費 千円

合計 千円

年度決算 年度予算 年度予算

104,960

2

12

事業名

活
動
内
容

都市開発事業都市開発事業都市開発事業都市開発事業

17,850

747

土地区画整理事業関係権
利者

・物件等の補償
・宅地に関する調査業務、工事の監督監理

事業開始年度 平成

目
的

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 都市開発費

重 点 的 取 組

政 策 目 標

ＪＲ廿日市駅周辺の都市基盤整備の推進（廿日市駅北土地
区画整理事業）

事業実施に係る市役所（職員）の役割

市

担当課名 建設部　廿日市駅北区画整理事務所

予
算
科
目

会計

1

都市開発費項 1

46 廿日市駅北土地区画整理特別

宅地完成面積（全77,564m2）

道路整備延長（全5,087m）

m2

m

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

19,721

996

人をひきつけ、集まる、にぎわいをつくる 目

    借   入   金   ( 市 債 )

・ＪＲ廿日市駅北周辺を利
用する人

・道路、公園等の公共施設の整備と宅地の利用の増進を図り、広島都市圏の副都心
にふさわしい、魅力ある都市拠点の形成を目指す。
　（工事完成は、平成26年度末を予定）

根拠法令
条例

個別計画 等

土地区画整理法
廿日市駅北土地区画整理施行
条例

都市開発事業費

13,590

44,641

    国   庫   支   出   金

225,000,000

財
源
内
訳

225,000,000

    市  （ 市税 な ど ）

    県　 支　 出　 金

    そ   の   他（使用料など）

2.60 人
  人  件  費  (按 分） B

25

長期債利子償還金（公営企業分）2,440千円分
別途あり

104,960

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

  直  接  事  業  費  A

実施主体 関係団体（パートナー）

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

①

76

68

2.00

人

322

13,000

59%

62

平成 25

人人 2.00

185,800,000 104,960,000

事業進捗率（使用収益開始面積率）

事業進捗率（道路完成率）

備　考

185,800,000 104,960,000

17,504,000

203,514,000

1,720

人 118,000

122,464,000

17,714,000

2,095

人口（4月1日現在） 118,353

市民1人当たり

活  動  及  び  成  果  指  標 単位
25

成
果

活
動

目標値

1,255

備考

87 100

9,000

H

93%

目
　
標

到
達
度

25252525平成平成平成平成

平成 24

多様な機能の発揮によって、出会いとにぎわいがあるまちに

118,353

23,007,400

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24 27

目標値

Ｈ

23平成

248,007,400

人

1,038

100

28,132



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2
1
2

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○街路廿日市駅通線（駅前広場）の整備

○街路廿日市駅構内線（自由通路）の整備

○事業費関連 債務負担行為
【歳入】

社会資本整備総合交付金(街路) 千円 移転補償
街路整備事業債(合併特例債) 千円 用地取得
公共施設等整備基金繰入金 千円

【歳出】
不動産鑑定評価料 千円
関係機関協議資料作成業務委託料 千円

自由通路等詳細設計委託料 千円
測量調査設計業務委託料 千円 JR駅施設移転補償費 千円

事業用地管理工事 千円 家屋等補償費 千円
用地購入費 千円 事務費(消耗品費) 千円

年度決算 年度予算 年度予算

駅の南北に分断された地区の連絡強化を図るため自由通路を整備する。
延長は約８０ｍ、幅員は６ｍ、あわせてエレベーター２機を設置するとともに、自由通路の設置にとも
ない支障となるＪＲ廿日市駅の駅舎を橋上化する。
平成２５年度は、自由通路整備に伴う用地取得、駅施設の移転補償及び自由通路等の詳細設計をＪＲへ
委託し実施する。

国道２号とＪＲ廿日市駅を連絡する街路廿日市駅通線(県事業)にあわせて、交通結節点の機能強化、駅
利用者の利便性の向上を図るため廿日市駅南口の駅前広場を整備する。
広場面積は約3,000㎡、広場へはバス、タクシー、障がい者用停車スベース、一般送迎用スペースなどを
確保する。
平成２５年度は、駅前広場整備に伴う詳細設計及び一部の用地取得を行う。

1,800

77,000
12,200

29,794,000
57,715,150

一般会計
07

22事業開始年度

66,900,000

39,000,000 560,300,000

政 策 目 標

平成

ＪＲ廿日市駅周辺の都市基盤整備の推進（街路廿日市駅通
線（駅前広場）整備事業）

事業名

項 04

根拠法令
条例

個別計画 等
都市計画法

街路廿日市駅通線（駅前広場）整備事業街路廿日市駅通線（駅前広場）整備事業街路廿日市駅通線（駅前広場）整備事業街路廿日市駅通線（駅前広場）整備事業

建設部　施設整備課

予
算
科
目

会計

03
都市計画費
街路費目

款 土木費
01

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

2,421,150

活
動
内
容

担当課名

人をひきつけ、集まる、にぎわいをつくる

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち

重 点 的 取 組

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

廿日市駅周辺地区の市民
駅利用者
商店街利用者
など

本市の東の玄関口として、活力と魅力のある市街地を形成するため、平成28年度を
目標に当該路線(駅前広場・自由通路及び周辺施設)を整備し、駅へのアクセス性、
利便性の向上を図る。

25

  直  接  事  業  費  A

実施主体

23

  人  件  費  (按 分） B

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

人

25,500,000

駅前広場利用者(H37推計)

利用者1人当たり

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

    国   庫   支   出   金

市民1人当たり

    市  （ 市税 な ど ）

備　考平成 25

225,500,000

2,000,000 33,000,000

人人 1.09

828,839,680

500,000

67,272,070

1.091.08

7,627

568
118,353 人

9,556,920

76,554,130

人8,820

①
人口（4月1日現在） 118,353 人

100活
動

用地取得の進捗率

H 27
備考

4
目標値

14
目標値

％ 取得した面積/全体面積

アクセス性・利便性の向上 ％ H28年度 完成目標(供用開始) 100%成
果

目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位
Ｈ 25

25252525平成平成平成平成

平成 24

多様な機能の発揮によって、出会いとにぎわいがあるまちに

関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市 ＪＲ西日本旅客鉄道株式会社

・事業実施に係る計画，設計，関係機関協議調整，地元関係者説明

・用地取得，工事発注，現場管理，地元調整
・施設整備完了後の施設管理

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

700

14,100
630,000
32,500

56,800

2,000

平成

8,820

630,000

225,500
560,300
33,000

647

38,700

100

人

1,590,000

819,300,000
24,310,000

21

7,024

人 118,000

9,654,130 9,539,680

8,680 93,973

人8,820

46,600

計

計 739,500 400,000 657,100 1,796,600

-

-

270,000

設計・工
事委託

77,000 400,000 373,000 850,000

H25 H26 H27

900,000



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

1

2

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○廿日市駅前自転車駐車場の整備

○事業費関連

【歳入】

社会資本整備総合交付金(街路) 千円

自転車駐車場整備事業債(合併特例債) 千円

【歳出】

調査設計委託料 千円

関係機関協議資料作成委託料 千円

自転車駐車場整備工事 千円

年度決算 年度予算 年度予算23平成

％

32,000

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24 Ｈ 25

25252525平成平成平成平成

平成 24

多様な機能の発揮によって、出会いとにぎわいがあるまちに

自転車駐車場利用者

項　　目

重 点 的 取 組

政 策 目 標

目
　
標

到
達
度

アクセス性・利便性の向上

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

％ 完成工事費/全体工事費

H28年度 完成目標(供用開始) 100%

22

H 27

目標値
備考

目標値

整備工事の進捗率 －

成
果

活
動

－

43,079 5,286

人8,820

25

395

8,820 人

2,625,600

人

118,353

人

3,210

人

46,625,600379,957,100

人 人 118,000118,353

2,657,100

291,000,000

人 0.30

14,000,000

0.30

1,350,000 2,100,000

70,950,000 22,000,000

備　考平成 25

19,900,000

44,000,000

駅前広場利用者(H37推計)

利用者1人当たり
②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

市民1人当たり
①

人口（4月1日現在）

財
源
内
訳

    県　 支　 出　 金

人

    そ   の   他（使用料など）

市 －
・事業実施に係る計画，設計，関係機関協議調整，地元関係者説明
・用地取得，工事発注，現場管理，地元調整
・施設整備完了後の施設管理

377,300,000

22,000

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B

01

25

    国   庫   支   出   金
  直  接  事  業  費  A

実施主体 事業実施に係る市役所（職員）の役割

【対象】誰の（何の）ために

担当課名 建設部　施設整備課

予
算
科
目

会計

09

総務管理費

駐車場費目

項

01

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 総務費

活
動
内
容

人をひきつけ、集まる、にぎわいをつくる

事業名
自転車駐車場整備事業自転車駐車場整備事業自転車駐車場整備事業自転車駐車場整備事業

ＪＲ廿日市駅周辺の都市基盤整備の推進（廿日市駅前自転
車駐車場整備事業）

目
的

根拠法令
条例

個別計画 等
－

街路廿日市駅通線（駅前広場）整備事業にあわせて、平成28年度を目標にＪＲ廿日
市駅西側に自転車駐車場を整備する。

事業開始年度 平成

【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

11,000

1,000

関係団体（パートナー）

一般会計

02

街路廿日市駅通線(駅前広場)整備事業にあわせて、廿日市駅前自転車駐車場を整備する。
平成２５年度は、用地取得及び自転車駐車場の詳細設計をおこなうとともに一部工事に着手する。

19,900

24



第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2
1
2

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２４年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・事業費関連

【歳入】
○用地取得等業務委託金 千円
○街路整備事業債(合併特例債) 千円
○雇用保険料 千円

【歳出】
○建設負担金 千円

・街路廿日市駅通線 千円
79,000千円×1/15

・街路佐方線 千円
100,000千円×1/15

○事務費 千円
・不動産鑑定評価,賃金等

○委託料 千円
・補償金算定業務
・登記整理業務

5,267

0.20 人

11,300,000

2,000 3,000

1,068,205 1,659,000

230

11,934

広島県が施行する街路廿日市駅通線整備事業の促進を図る。

6,667

692

項 04政 策 目 標

01 一般会計
07基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 土木費

都市計画費多様な機能の発揮によって、出会いとにぎわいがあるまちに

人をひきつけ、集まる、にぎわいをつくる 目

平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート

担当課名 建設部　建設総務課

予
算
科
目

会計

03 街路費重 点 的 取 組

事業名
街路廿日市駅通線整備事業街路廿日市駅通線整備事業街路廿日市駅通線整備事業街路廿日市駅通線整備事業

事業開始年度 平成

廿日市駅通線の整備促進

17

根拠法令
条例

個別計画 等

・広島県建設事業負担金条例

・都市計画道路廿日市駅通線道路改良事業に

係る用地取得事務等に関する条例

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

ＪＲ廿日市駅利用者
廿日市駅周辺地区の住民
商店街利用者など

　国道２号とＪＲ廿日市駅を連絡することにより、ＪＲ廿日市駅南地区の骨格道路
として機能させ、駅へのアクセス性の向上や安全性が向上する。

17,061,877

922

備　考

    借   入   金   ( 市 債 )

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

広島県 市
広島県の事業の円滑な推進のため、地元調整や事業用地取得のための
用地交渉

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目 平成２３年度決算

    国   庫   支   出   金

14,900,000

1,086,001
    そ   の   他（使用料など） 7,671

  直  接  事  業  費  A

財
源
内
訳

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算 ②

市民1人当たり
①

人口（4月1日現在）

    市  （ 市税 な ど ）

    県　 支　 出　 金

14,700,000
922,000

平成２４年度予算 平成２５年度予算

17,259,000 12,856,000

898,000 631,000

0.20 人 0.20
1,750,400

人

人
159

1,771,400
  人  件  費  (按 分） B

1,769,800

14,606,400

118,353 人
124161

人 118,000

18,831,677

Ｈ２３
目標値

19,030,400

118,353

0

Ｈ２４
目標値

H２７
目標値

備考

115

Ｈ２２
実績値

街路廿日市駅通線195整備延長 ｍ

街路廿日市駅通線H２８工事完成年度(供用開始）・１００％

11
目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

駅へのアクセスの向上・安全性の向上 ％

活
動

11,300
3



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

1

3

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

H25　　　

【参考】

 【歳出】

年度決算 年度予算 年度予算
1,126,830

地域の賑わい拠点をつくることにより、産業や交流が活性化する。

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 総務費

重 点 的 取 組

政 策 目 標 項 01

担当課名 分権政策部　経営政策課

予
算
科
目

会計

06

総務管理費

企画費

01 一般会計

02

地域の特性を生かした拠点をつくり、つなげる 目

事業名
公共施設調査事業公共施設調査事業公共施設調査事業公共施設調査事業

事業開始年度 平成

大野支所周辺市有地にぎわい創出調査業務

根拠法令
条例

個別計画 等
－

22

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

市民、来訪者、地元の事業
者

  直  接  事  業  費  A

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市
国・県担当部署
各種団体

国・県・コミュニティ・各種団体との協議・調整
業務委託

1,126,830

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    国   庫   支   出   金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

平成 25
2,000,000 2,300,000

0.600.50 人 人人 0.50

4,424,500 5,314,200 4,376,000

7,314,200

人

62

5,551,330

2,000,000 2,300,000

人 118,000

6,676,000

市民1人当たり 47
①
人口（4月1日現在） 118,353 118,353 人

1活
動

目標値

1

各種団体との調整

5

H 27

目標値
活  動  及  び  成  果  指  標 単位 備考

実績値

Ｈ 23

1賑わい拠点整備の方針決定

件

件

モデル事業の実施 件
大野町商工会、

JA、３漁協、ア

ダージョ、身障協

のうち

地域の活性化成
果

目
　
標

到
達
度

Ｈ 25

25252525平成平成平成平成

平成 24

多様な機能の発揮によって、出会いとにぎわいがあるまちに

57

　大野支所を含む周辺市有地を活用して、賑わいを創出する拠点の整備を検討する。

目標値

Ｈ 24

23平成

団体

大野一丁目地区内賑わい施設検討（業務委託）

H24

 ・事務事業委託料　　2,300千円

大野支所周辺市有地事業性評価に係る実験事業（業務委託）

(大野支所駐車場等を利用してマルシェを開催し、販売状況や仕入れの仕組みづくりの評
価、検証を行う。)

大野支所検討委員会の開催→委員による活用方法の提言H22～H23

大野支所敷地における地域物産販売の可能性調査・施策提言（業務委託）



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

1

3

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

１　準備・作業計画
　　敷地条件、法的条件、住民意見等過年度成果の整理

２　動線・基本空間の検討

　　施設機能（構成）の設定、施設規模の（面積・階数）の設定、必要諸室の構成、利用者の動線計画

３　建築基本計画の景観等への影響検討

　　周辺への影響の検討、周辺景観と調和する基本デザインの検討

４　施設基本計画案の作成

　　建築一般図の作成と概略工事費の積算

・事業費関連

【歳出】

　庁舎跡地利用建築基本計画作成業務委託　 千円

年度決算 年度予算 年度予算

  住民の意見を反映させた旧宮島支所跡地利用計画を基に、建築基本計画の作成を行う。

3,300

    そ   の   他（使用料など）

②

人

3,300,000

人

項 01

01 一般会計

02

25

根拠法令
条例

個別計画 等
－

地域の特性を生かした拠点をつくり、つなげる

旧宮島庁舎跡地の解体後の跡地利用について、跡地利用建築基本計画の作成を行
う。

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 総務費

重 点 的 取 組

政 策 目 標

目

事業名

担当課名 総務部　総務課

予
算
科
目

会計

06

総務管理費

企画費

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

活
動
内
容

関係団体（パートナー）

受託業者
委託手続、業務の管理

備　考平成 25

事業開始年度 平成

庁舎跡地利用計画作成業務委託（旧宮島支所）

公共施設調査事業公共施設調査事業公共施設調査事業公共施設調査事業

宮島地域を中心とする住民
等

  直  接  事  業  費  A

実施主体 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市

財
源
内
訳

  総  事  業  費 (A+B)

    国   庫   支   出   金

3,300,000

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B
人 0.20

単
位
コ
ス

ト
換
算

人

1,750,400

人 118,000118,353

43

5,050,400

人

市民1人当たり
①

人口（4月1日現在） 118,353

備考

成
果

活
動

目標値

施設の機能と規模の検討

H 27

目標値
活  動  及  び  成  果  指  標 単位

目
　
標

到
達
度

建築基本計画の作成

25252525平成平成平成平成

平成 24

多様な機能の発揮によって、出会いとにぎわいがあるまちに

Ｈ 25

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

23平成



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

2

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・長期未着手都市計画道路の都市計画変更（廃止）に向けての対応検討

　大野地域において廃止候補路線となっている路線のうち２路線について検討を行う。

　対象路線・・・ 毛保原線 H 6.3.14 変更　L=570m、W=8m

大国原ノ前線 S33.9.16 決定　L=1,310m、W=8m

・事業費関連

　【歳出】

年度決算 年度予算 年度予算

項 04

01 一般会計

07

21

根拠法令
条例

個別計画 等

都市計画法
広島県都市計画道路見直し基
本指針

　長期未着手路線周辺の交通処理方法について関係者と話し合い合意した上で、都
市計画変更（廃止）を行う。

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 土木費

重 点 的 取 組

政 策 目 標

担当課名 都市・建築局 都市計画課

予
算
科
目

会計

01

都市計画費

都市計画総務費幹線道路の渋滞を解消する 目

事業名
市街地整備関連調査事業市街地整備関連調査事業市街地整備関連調査事業市街地整備関連調査事業

事業開始年度 平成

長期未着手都市計画道路の対応検討

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

長期未着手となっている路
線の関係者

  直  接  事  業  費  A

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市 広島県
・廃止候補路線の地元の意見集約
・都市計画変更（廃止）の手続き

    国   庫   支   出   金

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

平成 25
2,700,000 2,000,000

0.200.20 人 人人 0.20

1,769,800 1,771,400 1,750,400

4,471,400

人

38

1,769,800

2,700,000 2,000,000

人 118,000

3,750,400

32市民1人当たり 15
①

人口（4月1日現在） 118,353 118,353 人

7

7

H 27
備考

目標値
活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

活
動

廃止候補路線の方向性整理

3

路線 H23から累計－
目
　
標

到
達
度

H23から累計都市計画変更（廃止）

25252525平成平成平成平成

平成 24

人・もの・情報がスムーズに流れ、便利なまちに

Ｈ 25

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

23平成

－ 3路線

3

・交差点予備設計

3
目標値

2,000 千円都市計画道路長期未着手路線検討業務

・廃止対象路線変更資料等作成

・都市計画変更図書作成

・交通量調査



第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

2

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２４年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・事業費関連

【歳入】

○社会資本整備総合交付金 千円

○道路整備事業債(公共事業等債) 千円

【歳出】

◎アクセス道路整備（山陽道側道６号線・山陽道側道８号線）

○補償費（電柱移設） 千円

○建設負担金（ＮＥＸＣＯ） 千円

◎サービスエリア周辺バス停整備

○委託料 千円

○建設負担金工事費 千円

ｍ

H２５工事完成年度（供用開始）・100％

目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

利便性の向上・道路利用者の安全性確保 ％

活
動

備考
Ｈ２４
目標値

H２７
目標値

－410整備延長 0 430

Ｈ２２
実績値

Ｈ２３
目標値

人 118,000 人

97,735,600 27,001,600146,433,243

人 118,353

826 229

②

市民1人当たり 1,237
①

人口（4月1日現在） 118,353

7,085,600 7,001,600

1,550,000 7,400,000

0.80 人 0.80 人

3,000,000

90,650,000 20,000,000

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B

財
源
内
訳

  総  事  業  費 (A+B)

備　考平成２４年度予算 平成２５年度予算

単
位
コ
ス

ト
換
算

59,400,000

6,878,643

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

0.40 人

3,539,600

    借   入   金   ( 市 債 )

  直  接  事  業  費  A
76,615,000 46,200,000

39,900,000

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

・宮島スマートインター
チェンジ利用者
・歩行者など、道路の利用
者

宮島スマートインターチェンジへのアクセス道路の整備により、宮島スマートイン
ターチェンジ利用者の利便性の向上を図るとともに、歩行者などの道路利用者の安
全性が確保できる。

7,100
活
動
内
容

平成２３年度決算

    国   庫   支   出   金

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市

目
的

5,500

宮島スマートインターチェンジへのアクセス道路（山陽道６号・８号線）を整備するとともに、それに
伴うサービスエリア周辺へのバス停を整備する。

01 一般会計

【対象】誰の（何の）ために

事業名
宮島スマートインターチェンジアクセス道路整備事業宮島スマートインターチェンジアクセス道路整備事業宮島スマートインターチェンジアクセス道路整備事業宮島スマートインターチェンジアクセス道路整備事業

款 土木費

項

高速道路などへのアクセスの整備推進
　（宮島スマートＩＣ機能拡充整備）

平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート

担当課名 建設部　建設総務課

予
算
科
目

会計

02

02

07

政 策 目 標
幹線道路の渋滞を解消する

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち

広島県

人・もの・情報がスムーズに流れ、便利なまちに

根拠法令
条例

個別計画 等
－

事業開始年度

重 点 的 取 組 道路橋りょう新設改良費

7,100,000

10,000

1,500

7,500

142,893,643

5,500,000

1,000

21平成

道路橋りょう費

目

事業推進に係る進行管理、工事監督



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2
2
1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○街路深江林ヶ原線の整備

○事業費関連
【歳入】

社会資本整備総合交付金(道路) 千円
街路整備事業債(合併特例債) 千円
公共施設等整備基金繰入金 千円

【歳出】
不動産鑑定評価料 千円
補償金算定業務委託料 千円
道路整備工事 千円

用地購入費 千円
家屋等補償費 千円

事務費(消耗品費) 千円

年度決算 年度予算 年度予算

55,100
4,000

84
1,300
4,800

23平成

％

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

25252525平成平成平成平成

平成 24

人・もの・情報がスムーズに流れ、便利なまちに

街路深江林ヶ原線は大野地域の市街地を東西に横断する主要な道路である。このうち、交通混雑が激
しい大野インターチェンジ南交差点から西側の３２６ｍ区間を整備し、狭い地区内生活道路へ流入す
る通過交通の排除、信号待ちによる渋滞の解消、地区内生活道路の安全性の向上、変則交差点の改善
を図る。
整備延長は、３２６ｍ（内橋梁部２３ｍ）
幅員は、車道７ｍその片側に２.５ｍの歩道を有する９.５ｍ。
平成２２年７月事業認可を取得し用地取得に着手した。
平成２５年度は、引き続き用地取得を進める。

68,200

－
・事業実施に係る計画，設計，関係機関協議調整，地元関係者説明
・用地取得，工事発注，現場管理，地元調整
・施設整備完了後の施設管理

担当課名

Ｈ 25

目
　
標

到
達
度

単位

成
果

活
動

利便性・安全性の向上 H27年度 完成目標(供用開始) 100%

44 取得した面積/全体面積

目標値

用地取得の進捗率 69 84 100％

活  動  及  び  成  果  指  標

1,137

備考
H 27

目標値

118,353 人人 118,000
市民1人当たり 1,089

①
人口（4月1日現在） 118,353

134,138,720

1,350,000 1,500,000
0.610.61 人

5,043,930 5,402,770 5,338,720

132,262,770

1,118

128,876,569

4,000,000 4,000,000

0.57 人 人

備　考平成 25
128,800,000

54,300,000 55,100,000

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

    国   庫   支   出   金

    そ   の   他（使用料など）

  直  接  事  業  費  A

事業開始年度

項　　目

25

市

67,155,000 67,210,000 68,200,000

36,800
85,700

116

実施主体

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

    県　 支　 出　 金

  人  件  費  (按 分） B

人

    市  （ 市税 な ど ）

    借   入   金   ( 市 債 )

事業名
街路深江林ヶ原線整備事業街路深江林ヶ原線整備事業街路深江林ヶ原線整備事業街路深江林ヶ原線整備事業

関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

平成

都市計画道路の整備促進（街路深江林ヶ原線整備事業）

【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

周辺地区の市民
街路利用者
など

目
的

【対象】誰の（何の）ために

建設部　施設整備課

予
算
科
目

会計

03
都市計画費
街路費目

01 一般会計
07

大野地域の市街地を東西に横断する主要な道路である当該路線を平成27年度を目標
に整備することにより、交通の円滑化、利用者の利便性、安全性の向上を図る。

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 土木費

重 点 的 取 組

政 策 目 標

活
動
内
容

幹線道路の渋滞を解消する

項 04

19

根拠法令
条例

個別計画 等

道路法
都市計画法

126,860,000

53,700,000

2,977,639

123,832,639



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

2

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○街路畑口寺田線４工区の整備

○事業費関連

【歳入】

社会資本整備総合交付金(街路) 千円

街路整備事業債(合併特例債) 千円

【歳出】

不動産鑑定評価料 千円

事業認可図書作成業務委託料 千円

測量調査設計業務委託料 千円

年度決算 年度予算 年度予算
14,000,000

0.42

13,300,000

一般会計

07

20

根拠法令
条例

個別計画 等

道路法
都市計画法

広域交通機能のネットワーク化を図る当該路線を整備し、交通の円滑化、アクセス
性、利便性の向上を図る。

款 土木費

重 点 的 取 組 街路費

人

22,000

17,500

500

活
動
内
容

平成

都市計画道路の整備促進（街路畑口寺田線４工区整備事
業）

担当課名 建設部　施設整備課

予
算
科
目

会計

03
項 都市計画費

01

幹線道路の渋滞を解消する 目

事業名
街路畑口寺田線４工区整備事業街路畑口寺田線４工区整備事業街路畑口寺田線４工区整備事業街路畑口寺田線４工区整備事業

事業開始年度

政 策 目 標 04
基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

周辺地区の市民
街路利用者
など

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市 －

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

  直  接  事  業  費  A

  人  件  費  (按 分） B

・事業実施に係る計画，設計，関係機関協議調整，地元関係者説明
・用地買収，工事発注，現場管理，地元調整
・施設整備完了後の施設管理

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

1,942,500

    国   庫   支   出   金
財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

①
人口（4月1日現在）

    そ   の   他（使用料など）

備　考平成 25
41,000,000

22,000,000

17,500,000

3,719,940 3,675,840

17,719,940

150

44,675,840

1,942,500

3,716,580

人

5,659,080

700,000

0.42

人

市民1人当たり 48

118,353

88活
動

17
目標値

測量調査設計の進捗率 30

単位 備考
H 27

目標値

62

事業認可の取得及び事業着手成
果

目
　
標

到
達
度

Ｈ 25

379

－ － 認可取得・事業着手

25252525平成平成平成平成

平成 24

人・もの・情報がスムーズに流れ、便利なまちに

0.42

1,500,000

街路畑口寺田線４工区は佐方地区と廿日市駅北土地区画整理事業地内を結び、広域交通機能のネット
ワークを図り、廿日市駅周辺における交通結節点としての機能強化を図る路線として、都市計画道路
佐方線とともに、駅北区画整理事業の進捗にあわせて計画的な整備を行う。

整備延長は、約２４０ｍ
幅員は、標準部１８ｍ　高架部３３.５ｍ（内橋梁部１４ｍ）。
平成２５年度は、事業認可の取得を行い事業着手し、実施詳細設計、用地測量等を行う。

人 人

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

％

23平成

－

40,000

118,353

500

人118,000

活  動  及  び  成  果  指  標



第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

2

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２４年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・事業費関連

【歳入】

○道路整備事業債(合併特例債) 千円

【歳出】

○廿日市地域

・虫道廿日市線（平良） 千円

70,000千円×1/15

○佐伯・吉和地域

・虫道廿日市線（吉末）外 千円

 30,000千円×1/10

・廿日市佐伯線（峠） 千円

 10,000千円×1/10

・廿日市佐伯線（明石） 千円

 10,000千円×1/10

○大野地域 負担率：1/10

・栗谷大野線（毛保） 千円

 61,500千円×1/10

20,400,000 15,817,000

1,000

6,150

14,800

4,667

3,000

平成２４年度予算 平成２５年度予算

平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート

担当課名 建設部　建設総務課

予
算
科
目

会計

02

01 一般会計

道路橋りょう費人・もの・情報がスムーズに流れ、便利なまちに

備　考

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 土木費07

国・県道整備負担金国・県道整備負担金国・県道整備負担金国・県道整備負担金
事業開始年度 平成

項 02

広島県建設事業負担金条例

　日常生活及び産業活動における道路利用者の利便性が向上する。

　地区間の円滑な交通の確保や、近隣市町とのアクセスの向上のための幹線道路である、国・県道の
整備を促進する。

道路橋りょう新設改良費重 点 的 取 組

政 策 目 標

*

幹線道路の渋滞を解消する 目

事業名

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

国・県道の整備促進

活
動
内
容

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

道路利用者

根拠法令
条例

個別計画 等

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

広島県 市 広島県の事業の円滑な推進のため、地元調整などの事業調整

  直  接  事  業  費  A

    県　 支　 出　 金

平成２３年度決算

    国   庫   支   出   金

21,045,099

18,300,000

項　　目

財
源
内
訳

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

    そ   の   他（使用料など）

人
  人  件  費  (按 分） B

19,000,000 14,800,000

1,400,000 1,017,000

0.50 人

2,745,099

4,428,500 4,376,000

0.50

②

市民1人当たり 215
①

4,424,500

0.50 人

24,828,500 20,193,00025,469,599

人口（4月1日現在） 118,353 人

171

118,353

210

人 118,000 人

310150

Ｈ２４
目標値

Ｈ２２
実績値

Ｈ２３
目標値

H２７
目標値

備考

45 76 100

廿日市佐伯線・栗谷大野線

35

0900

廿日市佐伯線・栗谷大野線

目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

整備率（完成延長/全体延長） ％

活
動

整備延長 ｍ

(整備計画期間内）

1,000



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

2

2

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○ＪＲ大野浦駅周辺道路等（駅前広場等）の整備

○自由通路の整備

○事業費関連

【歳入】

社会資本整備総合交付金(道路) 千円 公共施設等整備基金 千円

道路整備事業債(合併特例債) 千円

【歳出】

不動産鑑定評価料 千円

測量業務委託料 千円

関係機関協議資料作成業務委託料 千円

年度決算 年度予算 年度予算

1,000

－ － 協定締結 －

交通結節点の機能強化、駅利用者の利便性の向上を図るため大野浦駅北口の駅前広場を整備する。
広場面積は約1,200㎡、広場へはバス、タクシー、障がい者用停車スベース、一般送迎用スペース、公
衆トイレスペースなどを確保する。また、駅前広場の整備に伴い支障となるＪＲ大野浦駅の駅舎を橋
上化する。さらに、駅北口広場へのアクセス道路をあわせて整備する。
暫定整備している駅南口広場については、自由通路の整備にあわせて整備完了する。
平成２５年度は、ＪＲ用地取得に伴う用地測量を行う。

駅の南北に分断された地区の連絡強化を図るため自由通路を整備する。
延長は約４２ｍ、幅員は３ｍ、あわせてエレベーター２機を設置する。
平成２５年度は、ＪＲとの実施に向けた協議調整を進め、基本協定の締結を目指す。

3,850

3,500

600

7,000

1,000

人

23平成

H
活  動  及  び  成  果  指  標 単位

目標値

53

27

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

25252525平成平成平成平成

平成 24

人・もの・情報がスムーズに流れ、便利なまちに

大野浦駅周辺地区の市民
駅利用者
など

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市

Ｈ 25

目標値
目
　
標

到
達
度

基本協定の締結

％ 100

成
果

活
動

37測量・調査・設計の進捗率 40

130

備考

人

6,819,890 6,739,040

15,339,04027,819,890

204

118,353

235

24,107,310

6,105,810

人 118,000118,353

0.77

11,000,000 3,850,000

8,500,000

1,500,000

人 0.77

1,000,000

平成 25

人

250,000

8,600,00021,000,000

備　考

3,500,000

18,001,500

7,600,000

9,515,000

人

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

市民1人当たり
①
人口（4月1日現在）

    国   庫   支   出   金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

886,500

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

  直  接  事  業  費  A

  人  件  費  (按 分） B
0.69

事業名
道路整備事業道路整備事業道路整備事業道路整備事業

事業開始年度 平成

交通バリアフリー化の推進（ＪＲ大野浦駅周辺整備事業）

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために

担当課名 建設部　施設整備課

予
算
科
目

会計

02

道路橋りょう費

道路橋りょう新設改良費目

01 一般会計

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 土木費07

重 点 的 取 組

政 策 目 標

活
動
内
容

公共交通機関を使いやすくする

【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

項 02

20

根拠法令
条例

個別計画 等

道路法
高齢者、障がい者等の移動等
の円滑化の促進に関する法律

ＪＲ大野浦駅を使いやすくするために、駅周辺道路や自由通路を整備し、駅へのア
クセス性、利便性の向上を図る。

ＪＲ西日本旅客鉄道株式会社
地域コミュニティ

・事業実施に係る計画，設計，関係機関協議調整，地元関係者説明
・用地取得，工事発注，現場管理，地元調整
・施設整備完了後の施設管理



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

3

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・産業振興協議会の開催

・商工業活性化ビジョン推進事業委託

・産業連関強化塾の開催

・新商品等開発事業補助金の交付

・事業費関連

【歳出】

・ 千円

・ 千円

・産業連関強化塾開催業務委託 千円

・ 千円

・事務費（高速道路通行料） 千円

年度決算 年度予算 年度予算

件

4

57

23平成

2 3

2

件

3

4

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

25252525平成平成平成平成

平成 24

盛んな産業といろいろな働き場があり、成長するまちに

Ｈ 25

企業間（教育機関も含む。）の連

件

携、新商品の開発件数（累計）

農商工連携支援など（累計）

3成
果

目
　
標

到
達
度

5

H 27
活  動  及  び  成  果  指  標 単位

産業振興協議会及び部会の開催回数活
動

1

目標値

4

6

備考

7

目標値

118,353 人

40
①
人口（4月1日現在） 118,353

3,295,000 4,116,000

人 118,000

6,741,600

2,654,700 2,657,100 2,625,600

5,952,100

人

50

4,703,220

0.30 人 人人 0.300.30

備　考平成 25
4,116,000

  人  件  費  (按 分） B

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

市民1人当たり

2,048,520

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

事業実施に係る市役所（職員）の役割

市
商工会議所及び商工会
事業者

・産業振興協議会の開催
・廿日市市商工業活性化ビジョンの推進業務
・補助金の交付など

    国   庫   支   出   金

3,295,000

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

商工業者、農林水産業者

  直  接  事  業  費  A 2,048,520

地元産業が元気になるよう支援する 目

事業名
商工業振興事業商工業振興事業商工業振興事業商工業振興事業

事業開始年度 平成

産業振興組織づくり、地域資源活用による商品開発の支
援、市内産業連関の促進など

新商品等開発事業補助金

担当課名 環境産業部　商工労政課

予
算
科
目

会計

02

商工費

商工業振興費

実施主体 関係団体（パートナー）

○経営を安定化し産業振興を図る。

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 商工費

重 点 的 取 組

政 策 目 標 項 01

01 一般会計

06

20

根拠法令
条例

個別計画 等

廿日市市商工業活性化ビジョ
ン

中小企業者等が実施する地域の資源や特性を生かした新商品・新役務開発、販路開拓を行う者に対し
て、補助金を交付することにより、地域の活性化と地場産業の振興を図ることを目的とする。

1,995

商工業者、農林水産業者、観光業者の連携、農林水産業の６次産業化など、市内産業の連関を支援する
講座等を開催する。

1,000

1,000

21

商工業振興・企業支援等のために、関係機関の連携による先導的な役割を果たす機関

協議会に３部会を設置（地域資源活用部会、新商品開発部会、賑わい創出部会）

商工業活性化ビジョンに掲げられた各種事業を実施するための支援業務を専門機関へ委託。

産業振興協議会委員報償費外 100

商工業活性化ビジョン推進事業委託



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

3

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・住宅リフォーム事業補助金

・事業費関連【歳出】

住宅リフォーム助成事業補助金 千円 （200千円×25件）

店舗リフォーム助成事業補助金 千円 （200千円×10件）

年度決算 年度予算 年度予算

・改修工事に要した費用（３０万円以上）の１００分の１０とし２０万円を上限

3,786,000

    国   庫   支   出   金

  人  件  費  (按 分） B

項 01

01 一般会計

06

23

根拠法令
条例

個別計画 等
－

市 商工会議所、各商工会

○市民が安全、安心して住み続けられる住宅の供給
○市民が安心して買い物ができること
○市内建築関係業者及び地域経済の活性化

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 商工費

重 点 的 取 組

政 策 目 標
地元産業が元気になるよう支援する

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

活
動
内
容

担当課名 環境産業部　商工労政課

予
算
科
目

会計

02

商工費

商工業振興費目

事業名
住宅・店舗リフォーム助成事業住宅・店舗リフォーム助成事業住宅・店舗リフォーム助成事業住宅・店舗リフォーム助成事業

事業開始年度 平成

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

市民、店舗経営者
市内建築業者

  直  接  事  業  費  A

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

・制度の周知
・希望者の募集、応募物件の審査、補助金対象者の決定、補助金の交
付

3,786,000

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

1,327,350

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

市民1人当たり 43
①

0.15 人 人人 0.15

7,000,000

備　考平成 25
7,030,000 7,000,000

0.15

人

5,113,350

7,030,000

人 118,000

8,312,800

118,353 人

1,328,550 1,312,800

8,358,550

人口（4月1日現在） 118,353

70

35

71

百万円未満
切捨て68

35 35

備考
H 27

目標値

700／20万円

成
果

活
動

27

54 54

補助金交付件数

68

単位
目標値

工事費総額

目
　
標

到
達
度

経済波及効果（生産誘発効果）

百万円

25252525平成平成平成平成

平成 24

盛んな産業といろいろな働き場があり、成長するまちに

Ｈ 25

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

23平成

53 68

42

百万円

54

件

活  動  及  び  成  果  指  標

内訳助成区分

5,000

2,000

市内住宅関連業者が施工した場合の住宅リフォームに要する経費の一部を助成することで、市民が安全、
安心して住み続けられる居住環境の向上を図るとともに、市内の住宅関連産業を中心とした地域経済の活
性化を図る。

・店舗リフォーム事業補助金

店舗のリフォーム工事経費の一部を助成することで、誰もが利用しやすい良質な店舗づくりとともに、商
店街及び市内の建築関連産業を中心とした地域経済の活性化を図る。

【補助金額】



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

3

2

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・創業支援施設の管理委託

・創業･起業講座の開催

・事業費関連

【歳入】

・創業支援施設使用料 千円

【歳出】

千円

千円

千円

年度決算 年度予算 年度予算

平成平成平成平成 25252525

担当課名 環境産業部　商工労政課

予
算
科
目

会計 01 一般会計

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 06 商工費

政 策 目 標 盛んな産業といろいろな働き場があり、成長するまちに 項 01 商工費

重 点 的 取 組 新しい時代に応じた企業を支援する 目 02 商工業振興費

事業名
商工業振興事業商工業振興事業商工業振興事業商工業振興事業

事業開始年度 平成 21

根拠法令
条例

個別計画 等

廿日市市商工業活性化ビジョ
ン

起業家の育成支援、コミュニティビジネスの推進、起業家
向け支援策の充実

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

創業及び起業しようとする
市民

○市内の創業や起業の促進が図られること。

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市 商工会議所及び各商工会
・創業支援施設の委託事務
・創業、起業講座の開催

25

活
動
内
容

・創業支援施設の管理

・施設へ入居した事業者に対し創業、起業への経営指導、助言（廿日市商工会議所へ委託）

・新たなビジネスの創出に向け、若者や女性、シニアなどの起業のきっかけとなるよう「創業・起業支
援講座」を開催する。

288

・旅費など 8

・創業支援施設の管理委託 1,000

・創業･起業支援講座の開催 1,000

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目 平成 23

    借   入   金   ( 市 債 )

平成 24 平成 25 備　考

  直  接  事  業  費  A 2,001,000 2,000,000 2,008,000

財
源
内
訳

    国   庫   支   出   金

    県　 支　 出　 金

    そ   の   他（使用料など） 248,000 288,000 288,000

    市  （ 市税 な ど ） 1,753,000 1,712,000 1,720,000

  人  件  費  (按 分） B
0.30 人 0.30 人 0.30 人

2,654,700 2,657,100 2,625,600

  総  事  業  費 (A+B) 4,655,700 4,657,100 4,633,600

単
位
コ
ス

ト
換
算

①
人口（4月1日現在） 118,353 人 118,353 人 118,000 人

市民1人当たり 39 39 39

②

目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位
Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25 H 27

備考

3

実績値 目標値 目標値 目標値

講座受講者の人数（累計） 人 40 70 90

施設利用者の人数

成
果
市の制度を活用し創業、起業した人
数(累計）

人 6 7

3活
動

人 3 3

110

8 9



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

3

3

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

　工業団地に工場を設置した企業に対し、工場等設置奨励金交付要綱などに基づき奨励金を交付する。

■交付期間及び額

１　廿日市市宮内工業団地工場等設置奨励金交付要綱

(1)　期間　５年間

(2)　交付額　各年度の固定資産税額に相当する額を奨励金として交付　

２　廿日市市木材港北広島港造成地における企業立地奨励金交付要綱

(1)　期間　３年間

(2)　交付額　各年度の固定資産税額に相当する額に一定の割合を乗じて奨励金として交付

３　廿日市市佐伯工業団地工場等設置土地取得助成金交付要綱

　　助成額　土地売買代金の額に100分の5を乗じて得た額又は1,200万円のいずれか低い額

●地域総合整備資金貸付金（ふるさと融資）

・事業費関連

【歳入】 地域総合整備資金貸付事業債（ふるさと融資） 千円

【歳出】 宮内工業団地工場等設置奨励金 千円

木材港北広島港造成地企業立地奨励金 千円

佐伯工業団地工場等設置土地取得助成金(企業誘致) 千円

旅費（企業誘致） 千円

地域総合整備資金貸付金（ふるさと融資） 千円

年度決算 年度予算 年度予算

01

01 一般会計

06

6

　地域振興に資する民間投資を支援することにより活力ある地域づくりを推進するため、(財)地域総合整
備財団（ふるさと財団）を通じ、融資（上限額6億円）を行う。

廿日市市宮内工業団地工場等
設置奨励金交付要綱など

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 商工費

重 点 的 取 組

政 策 目 標
将来の産業拠点をつくる 目

項

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

担当課名 環境産業部 商工労政課

予
算
科
目

会計

02

商工費

商工業振興費

　奨励金、助成金の交付措置を講ずることにより、工業団地に企業を誘致し、市内
産業の振興と雇用機会の拡大を図る。

根拠法令
条例

個別計画 等

事業名
商工業振興事業商工業振興事業商工業振興事業商工業振興事業

事業開始年度 平成

工場等設置奨励金の交付など

項　　目

市 広島県 ○奨励金などの算定、交付事務

備　考

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

市内工業団地立地企業

  直  接  事  業  費  A

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

平成

活
動
内
容

31,575,000

12,395,885

    そ   の   他（使用料など）

25

12,395,885

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

    国   庫   支   出   金

①
人口（4月1日現在） 118,353

人人 1.00

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B
8,849,000

財
源
内
訳

1.00 人 1.00

25
629,625,000

600,000,000

118,000

638,377,000

8,857,000 8,752,000

40,432,000

市民1人当たり 180

118,353人

②

人

342

2活
動

4
目標値

2

奨励金の交付

2 1

H 27

目標値
活  動  及  び  成  果  指  標 単位 備考

雇用機会の拡大

助成金の交付 件 2

4 3
目
　
標

到
達
度

Ｈ 25

25252525平成平成平成平成

平成 24

盛んな産業といろいろな働き場があり、成長するまちに

5,410

21,244,885

31,575,000 29,625,000

人

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

23平成

1 2

－

件

■工場等設置奨励金の交付

工場の誘致

件

成
果

600,000

3,020

2,180

24,000
425

600,000



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・各市民センターに報償費等、必要予算を分配し、各市民センターで主催事業を実施する。

・主催事業

子育て、家庭教育、青少年育成、高齢者学級

まちづくり、社会参加、地域課題解決

情報化、人権、平和、伝統文化継承など

【歳出】

・講師謝金、旅費 千円

・事務費（消耗品費外） 千円

年度決算 年度予算 年度予算

・各支所地域づくりグループ（廿日市地域においては地域政策課）と市民センターの連携を促進し、市民セン
ターを拠点としてのまちづくりを目指す。

01 一般会計

09

48

根拠法令
条例

個別計画 等

公民館費
項 05

　生涯学習機会の提供をはじめ、地域課題の解決に向けた地域活動の支援など、多
様な役割を発揮し、人づくり、地域づくりの拠点として機能する施設を目指す。

事業実施に係る市役所（職員）の役割

社会教育法、廿日市市教育振
興計画

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 教育費

重 点 的 取 組

政 策 目 標

活
動
内
容

関係団体（パートナー）

担当課名 自治振興部　地域政策課

予
算
科
目

会計

03

社会教育費

市（市民セン
ター）

市民の多様な活動を支え、自己実現のできる環境にする 目

事業名
公民館活動一般事業公民館活動一般事業公民館活動一般事業公民館活動一般事業

事業開始年度 昭和

市民センターを中心とした多様な学習機会の提供

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

乳幼児から高齢者まで幅広
い世代を対象とした市民

  直  接  事  業  費  A

実施主体

7,548,000

6,192,003

6,192,003

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

公民館企画運営委員会、
市民ｾﾝﾀｰ区域内のｺﾐｭﾆﾃｨ
推進団体等

地域課題、市民ニーズ等を反映させた自主事業の企画・実施
公民館企画運営委員会、コミュニティ等が実施する市民主体の事業支
援

    国   庫   支   出   金

平成

  人  件  費  (按 分） B

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

①
人口（4月1日現在）

    そ   の   他（使用料など）

25
6,976,000

24.00

212,568,000 210,048,000

人

6,976,000

1,860 1,839

人 118,000

217,024,000

7,548,000

人 24.00

220,116,000

人118,353

212,376,000

人

218,568,003

24.00

118,353

人

市民1人当たり 1,847

目標値
備考

H23実績:3.06

254

3.06以上

（※生涯学習事業のまとめ）

247

成
果

活
動

254

ﾎﾟｲﾝﾄ －生涯学習への支援や学習機会の提供に対する市民満足度

目
　
標

到
達
度

Ｈ 2524

25252525平成平成平成平成

平成 24

はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに

H 27
活  動  及  び  成  果  指  標 単位

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ

回 H20:242の5%ｱｯﾌﾟ

23平成

3.06 －

6,193

783

市民向け講座の年間開催件数【教育振興計画指標】 243

（※総合計画策定時の市民ｱﾝｹｰﾄ調査）

目標値



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○事業の内容

○事業費関連

【歳入】

・社会資本整備総合交付金　 　　567千円

・公共施設等整備基金繰入金　48,000千円

【歳出】

・工事請負費

《維持補修工事》 各公民館維持補修（20館） 千円

公民館洋式トイレ改修工事(1,200千円×４館) 千円

《普通建設工事》 大野公民館空調設備改修工事 千円

・委託料

《事務事業委託》 建築設備定期報告書作成業務 千円

《維持設計管理委託》 阿品公民館耐震診断業務 千円

・使用料及び賃借料 大野公民館暖房器具リース料 千円

年度決算 年度予算 年度予算

470

2,843

150

4,800

48,395

活  動  及  び  成  果  指  標

－ －

全市民センターの洋式トイレの整備

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

23

25252525平成平成平成平成

平成 24

はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに

市民1人当たり 102

118,353

平成

Ｈ 25

目
　
標

到
達
度

206 10 14

－

施設成
果

単位

－

0
H

活
動

－
目標値

工事施工

備考
27

目標値

①
人口（4月1日現在） 118,353

75,410,000

0

12,125,750

0

人 118,000

639

9,000,000 48,000,000

人

17,380,000 18,091,000

2,654,700 4,428,500 8,752,000

47,108,500

人

398

人

    市  （ 市税 な ど ）

0

16,300,000

0.30 人 0.50

    借   入   金   ( 市 債 )

  人  件  費  (按 分） B

財
源
内
訳

人 1.00

567,000

活
動
内
容

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

    そ   の   他（使用料など）

  直  接  事  業  費  A

    県　 支　 出　 金

9,471,050

項　　目

    国   庫   支   出   金

　利用者の利便性の向上と安全性の確保を目的として、トイレ改修(洋式化)や各種設備等の改修を行
う。

平成 25
9,471,050

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

公民館利用者 利用者が安全で安心して利用できる施設に改修する。

42,680,000

市

25

公民館利用者

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

01 一般会計

公民館維持管理事業公民館維持管理事業公民館維持管理事業公民館維持管理事業
事業開始年度 平成

公民館維持管理事業

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 教育費

関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市民の多様な活動を支え、自己実現のできる環境にする

担当課名 自治振興部　地域政策課

予
算
科
目

会計

03

社会教育費

公民館費重 点 的 取 組

政 策 目 標

09

目

項 05

*

根拠法令
条例

個別計画 等
－

空調設備、屋上防水改修など、公民館施設における不具合箇所の修繕
工事等の実施

10,000

実施主体

事業名

66,658,000



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4
1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

所有者等が指定文化財の修理を行う場合、補助金を交付する。

　

【参考】 国宝厳島神社本社本殿附玉垣ほか3棟全体計画

⇒　平成26年度まで

【歳出】

　負補交 16,666千円

年度決算 年度予算 年度予算

項 05

01 一般会計

09

44

根拠法令
条例

個別計画 等

文化財保護法　地方教育行政
の組織及び運営に関する法律
文化財保護条例

地域の歴史、文化の正しい理解のために欠くことのできない市民の共有財産である文化
財の価値を長く維持し、将来へ継承するために所有者が行う保存修理に要する経費の一
部を補助し文化財の保存を図る。

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 教育費

重 点 的 取 組

政 策 目 標

担当課名 教育部　文化スポーツ課

予
算
科
目

会計

02

社会教育費

文化振興費

36,842,127

市民の多様な活動を支え、自己実現のできる環境にする 目

事業名
文化財保存・保護事業文化財保存・保護事業文化財保存・保護事業文化財保存・保護事業

事業開始年度 昭和

（指定文化財保存修理補助金）

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

文化財所有者

  直  接  事  業  費  A

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

補助金申請者
文化財管理団体、文化財保存
団体等

補助金申請事務

    国   庫   支   出   金

36,842,127

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

平成 25
3,666,000 16,666,000

1.011.01 人 人人 1.00

8,937,490 8,945,570 8,752,000

12,611,570

人

107

45,779,617

3,666,000 16,666,000

人 118,000

25,418,000

0

市民1人当たり 387
①
人口（4月1日現在） 118,353 118,353 人

0 0

215

備考
H 27

目標値
活  動  及  び  成  果  指  標 単位

目標値

棟 2 4
目
　
標

到
達
度

4

25252525平成平成平成平成

平成 24

はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに

Ｈ 25

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

成
果

活
動

23平成

2 4

老朽化し破損した文化財（建造物）の
修理、修復

申請のあった事業に対し適切に執行
し、保存と活用の効果をあげた

棟

4

16,666

区分 内容 補助率 Ｈ24 Ｈ25

国宝厳島神社本社本殿附玉垣
ほか3棟

本社本殿附玉垣、客神社本殿
附玉垣、反橋、荒胡子神社本
殿の保存修理工事

国庫補助
残の1/3

3,666

区分 総事業費 国庫補助 県補助 市補助 事業者負担

全体計画 185,000 92,500 30,832 30,833 30,834

Ｈ25 100,000 50,000 16,666 16,666 16,668

50% 16.7% 16.7% 16.7%



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・ボランティア育成事業

・保育園、小学校での読み聞かせ事業及びボランティア派遣事業

【歳出】

児童関係事業講師謝礼 千円

旅費費用弁償 千円

H23年度はマニフェスト絵本分予算が入っている。

年度決算 年度予算 年度予算

項 05

01 一般会計

09

9

根拠法令
条例

個別計画 等

図書館法　はつかいち市民図
書館設置及び管理条例　廿日
市市子どもの読書推進計画

乳幼児及び児童生徒に対する読書啓発事業を実施する。子どもに対するサービスと
同時に、子育て世代に対する読書環境整備を通じて、どこのまちよりも子育てしや
すいまちづくりを目指す。

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 教育費

重 点 的 取 組

政 策 目 標

担当課名 教育部　はつかいち市民図書館

予
算
科
目

会計

05

社会教育費

図書館費

3,827,856

市民の多様な活動を支え、自己実現のできる環境にする 目

事業名
図書館活動事業図書館活動事業図書館活動事業図書館活動事業

事業開始年度 平成

読書環境充実事業（子育て支援事業）

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

乳幼児から中学生までの市
民

  直  接  事  業  費  A

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市
市民・行政関係者・民間
団体・市民ボランティ
ア・各種団体

・学校、市民センターその他の教育機関との連携
・読書団体への協力、及び育成事業
・読書情報の発信

    国   庫   支   出   金

3,827,856

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

平成 25
30,000 76,000

1.401.40 人 人人 1.40

12,388,600 12,399,800 12,252,800

12,429,800

人

105

16,216,456

30,000 76,000

人 118,000

12,328,800

市民1人当たり 137
①
人口（4月1日現在） 118,353 118,353 人

104

備考

8 8

成
果

活
動

8
目標値

235 250

ブックトークボランティア勉強会の回数

302,000 305,000

8
読み聞かせ及びボランティア派遣事業の回数 回

H 27

目標値
活  動  及  び  成  果  指  標 単位

回
目
　
標

到
達
度

児童図書の貸出冊数

25252525平成平成平成平成

平成 24

はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに

Ｈ 25

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

23平成

297,770 300,000

225

冊

230

33

43

本や読書の楽しみを伝えるため、保育園への読み聞かせ事業、小学校へブックトークボランティア・昔話
ボランティア派遣事業等を実施する。

読書環境の整備、特にソフト面での充実を図るため、地域の親同士が支え合い地域の絆を深めるための子
どもの読書に関するボランティアの育成を図る。現在、小学校を対象に実施しているブックトークボラン
ティアの派遣事業については、平成24年度ふれあいトークにおける中学生からの要望もふまえ、中学校を
対象に取り組みを拡充するためのボランティア研修会を実施する。また、現在登録しているおはなし会ボ
ランティアのスキルアップのための講座を実施する。



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

 ・記念講演の開催

・イベントの開催

　市民参加型の２５周年記念のイベントを、実施する予定。

■主な記念行事

4/7　第24回はつかいち桜まつり

4/14　ウエスタンリーグ2013INさいき

4/26～6/2　生誕100年　武永槙雄展－郷愁－

5/8　葉加瀬太郎クラシックシアターⅢ

5/25　第７回廿日市市合唱祭

6/20　布施明live2013

6/23　はつかいち縦断みやじま国際パワートライアスロン大会2013

6/23　阿厳太鼓結成33周年和太鼓ライブinはつかいち

7/21　平原綾香コンサートツアー

10/12～10/20　はつかいち音楽祭

11/23　NHK公開録画スクールライブショー

11/30～2/2　河井寛次郎の陶芸展

 【歳出】

事務事業委託料　　　4,000千円

年度決算 年度予算 年度予算
0

市民の多様な活動を支え、自己実現のできる環境にする

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 総務費

重 点 的 取 組

政 策 目 標 項

02

企画費

これまでの歴史を振り返り、本市のまちづくりに目を向けていただけることを目指
す。

25事業開始年度 平成

市制施行２５周年記念行事の開催

根拠法令
条例

個別計画 等

担当課名 分権政策部 経営政策課

予
算
科
目

会計

06

総務管理費

01 一般会計

01

実施主体

目

まちづくりに関する記念講演を実施・委託する。
市民参加型のイベントを実施予定。

0

事業名
市制施行２５周年記念事業市制施行２５周年記念事業市制施行２５周年記念事業市制施行２５周年記念事業

活
動
内
容

－

事業実施に係る市役所（職員）の役割

市 コンサルタント事業者

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

25

    国   庫   支   出   金

　市内で毎年実施している既存イベントを「市制施行25周年記念」に関連付け、市制施行２５周年をＰ
Ｒするとともにまちづくりの気運を高める。

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

市民

  直  接  事  業  費  A

4,000,000

  人  件  費  (按 分） B

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

①
人口（4月1日現在）

    そ   の   他（使用料など）

4,000,000

0.10

7

885,700

0

2,188,000

885,700

人人

118,000

6,188,000

0.25

0

人

0

0.00

0

0

人

市民1人当たり 0

118,353

52

人118,353 人

0 0

目標値
備考活  動  及  び  成  果  指  標 単位

活
動

0

目標値

記念講演の開催

Ｈ

1件

人 900成
果

目
　
標

到
達
度

記念講演参加者

Ｈ 2524

25252525平成平成平成平成

平成 24

はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに

　本市のこれまでの歴史を振り返り、郷土の更なる発展飛躍にむけた協働のまちづくりの気運醸成のた
め、「スポーツで人づくり」をテーマに、地域にゆかりのあるアスリート達による記念講演会及びパネ
ルディスカッションを行う。

・関連イベントの実施

平成 25

関係団体（パートナー）

実績値

Ｈ 23

目標値

H

23平成

27

まちづくりに目を向ける市民の数



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・事業費関連

【歳出】

○選定委員報酬

・有識者

4,500円×1名×2回

○デザイン採用者等賞金

・デザイン採用者

50,000円×1名

・優秀賞

　 5,000円×2名

○ナンバープレート作製

＠283.5円×2,000枚＋金型作製費　1,050,000円

年度決算 年度予算 年度予算

60千円

1,617千円

1,686千円

69千円

9千円

平成平成平成平成 25252525

担当課名 総務部 課税課

予
算
科
目

会計 01 一般会計

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 02 総務費

政 策 目 標 はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに 項 02 徴税費

重 点 的 取 組 市民の多様な活動を支え、自己実現のできる環境にする 目 02 賦課徴収費

事業名
市民税賦課事業市民税賦課事業市民税賦課事業市民税賦課事業

事業開始年度 平成 25

根拠法令
条例

個別計画 等

廿日市市税条例
地方税法

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

市民、来市者
市民に市への愛着を深めてもらい一体感を醸成するとともに、全国に市（の観光資
源）をアピールする。

単
位
コ
ス

ト
換
算

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市
廿日市税務署
県税事務所
軽自動車検査協会　など

関係団体との連携により、適正な課税事務を行う。

1,617千円

8,857,000

118,353

活
動
内
容

25

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目 平成

  人  件  費  (按 分） B

23 平成 24

    県　 支　 出　 金

平成 25
  直  接  事  業  費  A 1,686,000

財
源
内
訳

    国   庫   支   出   金

    借   入   金   ( 市 債 )

    そ   の   他（使用料など）

    市  （ 市税 な ど ） 1,686,000

1.00 人 1.00 人 1.00 人

8,752,000

  総  事  業  費 (A+B) 8,849,000 8,857,000 10,438,000

8,849,000

人 118,353 人 118,000 人

市民1人当たり 75 75 88

②

①
人口（4月1日現在）

目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位
Ｈ 23 Ｈ

成
果

市のアピール

H 27
備考

実績値 目標値 目標値 目標値
24 Ｈ 25

ナンバープレート交付枚数 2,000活
動

枚

市制25周年記念事業の一環として、市が交付する原動機付自転車の標識（ナンバープレート）にオリジナルデ
ザインを導入する。

報償費

消耗品費



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

3

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・景観計画に関すること

・景観形成の啓発

・市景観条例及び県景観条例の届出

・吉和地域景観協議会への活動補助金の交付

【歳入】

千円

千円

（吉和地域景観協議会への活動費補助へ充当）

計 千円

【歳出】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

計 千円

年度決算 年度予算 年度予算

・屋外広告物申請手数料

・過疎地域自立促進特別事業債

・広島県景観会議負担金

・使用料及び賃借料（高速利用ETC）

39

29

1,876

・景観審議会委員報酬

（HP、チラシ配付、窓口相談、WS）

％

実績値

Ｈ 23

目標値

100 100

H

・図書購入

1,600

276

23

25252525平成平成平成平成

平成 24

はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに

平成

Ｈ 24 Ｈ 25

60

目
　
標

到
達
度

41

100

45％

数値化困難

景観条例適合率

50景観条例届出件数

27

目標値
活  動  及  び  成  果  指  標 単位

目標値

成
果

活
動

景観に関する意識啓発

100

127

備考

人

市民1人当たり
①

人口（4月1日現在） 118,353

128

人 118,000

15,004,000

118,353

13,285,500 13,128,000

人1.50

15,145,500

人 1.50

1,600,000

    市  （ 市税 な ど ）

260,000 276,000

  人  件  費  (按 分） B

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

人

    国   庫   支   出   金

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

市 市民・事業者
・景観形成に関する市民の意識啓発
・景観形成に関わる団体との協働

平成 25

・吉和地域景観協議会への活動費補助

30

1,600

1,876

都市計画課で所管する景観に関する事務を遂行するために
必要な事務経費

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために

市民、事業者、来訪者

  直  接  事  業  費  A

実施主体 事業実施に係る市役所（職員）の役割

担当課名 建設部　都市・建築局　都市計画課

予
算
科
目

会計

01

都市計画費

都市計画総務費

01 一般会計

目

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 土木費

重 点 的 取 組

政 策 目 標

07

都市景観と自然景観が調和した美しいまちをつくる

項 04

23

根拠法令
条例

個別計画 等

景観法、市景観条例
ふるさと広島の景観の保全と
創造 に関する条例

市民が愛着と誇りを感じ、来訪者の心に残る景観形成を推進するため、景観条例及
び景観計画に基づき、市民の景観意識の醸成を図ることで、地域の特色を生かした
景観づくりや、魅力ある都市景観の形成など良好な景観の創造を図っていく。

【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

活
動
内
容

事業名
景観形成推進事業（政策）景観形成推進事業（政策）景観形成推進事業（政策）景観形成推進事業（政策）

事業開始年度 平成

関係団体（パートナー）

1,876,0001,860,000

168

5

5

1,600,000

（構成）吉和地域住民、事業者など
（活動内容）国道186号、488号、県道吉和戸河内線へのスイセンの植付、花壇等の維持管理、除草
（方向性）吉和地域の景観形成の一翼を担う活動であり、今後も支援していく。（当協議会の自主財源の確保
が課題）

・旅費(費用弁償､景観会議幹事会､研修会)

・審議会議事録反訳

人



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

3

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・景観計画推進検討業務委託

・事業費関連

【歳出】

年度決算 年度予算 年度予算

はつかいち景観１００選の検討業務委託料 1,200 千円

　景観計画を推進し、地域の特色を生かした景観づくりや、魅力ある都市景観の形成など良好な景観
の創造を図るため、景観形成基準に関するマニュアルの充実や市民の景観に対する意識啓発を目的と
した、ワークショップ等、景観施策の実施に向けた検討等を行う。

25

　各地域の特性に配慮した良好な景観形成を推進するため、はつかいち景観１００選の選定基準などを
検討する。平成２５年度は、沿岸部を対象としたワークショップによる選定基準などの検討にあわせ
て、市民の景観に対する意識啓発、景観の地域特性の把握を行う。
(平成２４年度は、佐伯・吉和地域でワークショップを行い、地域特性に配慮すべき点を一定程度取得で
き、市民の意識啓発にもつながった）

23平成

200 250人

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

25252525平成平成平成平成

平成 24

はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに

Ｈ 25

目
　
標

到
達
度

H22から累計景観ｾﾐﾅｰ、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等参加者数

回 H22から累計12

H 27

目標値
活  動  及  び  成  果  指  標 単位

16

成
果

活
動

9
目標値

景観ｾﾐﾅｰ、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等開催回数

300 300

21

備考

市民1人当たり 21
①
人口（4月1日現在） 118,353

33

2,507,950

1,200,000 1,200,000

人 118,000

3,825,600

人

2,657,100

32

2,625,600

3,857,100

人 118,353

0.30 人 0.30 人

平成 25
1,200,000

  人  件  費  (按 分） B
1,769,800

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

0.20 人

1,200,000

738,150

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

市民、事業者、来訪者

  直  接  事  業  費  A

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

活
動
内
容

事業名
景観形成推進事業景観形成推進事業景観形成推進事業景観形成推進事業

事業開始年度 平成

良好な景観づくりの推進

項　　目

市 市民・事業者
・景観重点区域における行為の制限等の検討
・シンポジウムやワークショップの開催による意識啓発

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

担当課名 建設部　都市・建築局　都市計画課

予
算
科
目

会計

01

都市計画費

都市計画総務費

市民が愛着と誇りを感じ、来訪者の心に残る景観形成を推進するため、景観条例及
び景観計画に基づき、市民の景観意識の醸成を図ることで、地域の特色を生かした
景観づくりや、魅力ある都市景観の形成など良好な景観の創造を図っていく。

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 土木費

重 点 的 取 組

政 策 目 標
都市景観と自然景観が調和した美しいまちをつくる 目

項 04

01 一般会計

07

23

根拠法令
条例

個別計画 等

景観法、廿日市市景観条令、
廿日市市景観計画

738,150

    国   庫   支   出   金



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

3

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○

【 2 5 年度】 【 2 6 年度】 【 2 7 年度】

　

○

　

年度決算 年度予算 年度予算

・伝建保存計画(案)作成委託 2,000千円

・歴史的まちなみ保存研究員報酬等 2,388千円

・その他事務費 410千円

【歳出】

・学識経験者指導謝礼 60千円

・修理物件の調整及び調査設計

・保存地区（案）の作成

・保存計画策定

２５年度事業内容

・保存地区決定

・他法令との調整 ・伝統的建造物等の補完調査

・重伝建への申出

・条例（案）の作成

・他法令との調整

09

23

根拠法令
条例

個別計画 等
文化財保護法

項 05

・文化庁へ修理計画書提出
・重伝建の補助金申請

・伝統的建造物等の選定

1.嚴島神社をはじめとする神社・仏閣等と相まって残っている、文化的価値の高い
伝統的な町並みを保存し、後世に継承していく。
2.市民にとっては、この地域に誇りや愛着を抱き、自然や生活環境の保全と再生を
図ることができ、コミュニティの活性化を促すことができる。

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 教育費

重 点 的 取 組

政 策 目 標

平成

伝統的建造物群保存地区制度導入の推進

都市景観と自然景観が調和した美しいまちをつくる

事業名
伝統的建造物群保存推進事業伝統的建造物群保存推進事業伝統的建造物群保存推進事業伝統的建造物群保存推進事業

事業開始年度

保存計画・修理修景基準・所有者への助成制度等の検討。条例制定及
び保存地区の決定。伝建制度に関する市民との合意形成。

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

1.文化財を後世に伝えるた
め
2.宮島地域(伝統的建造物
が連たんしている地域)の
市民のため

市

担当課名 分権政策部　歴史まちなみ推進室

予
算
科
目

会計

02

社会教育費

文化振興費

01

目

一般会計

25

年次計画

・市民との合意形成 ・条例制定 ・重伝建の選定

・保存計画（案）の作成

・審議会設置

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

    国   庫   支   出   金
  直  接  事  業  費  A

・戸別訪問説明や説明会による市民との合意形成

3,661,978

・伝建条例制定や保存計画策定、審議会設置等の準備

・事業費関連

4,858,0005,387,000

  人  件  費  (按 分） B

財
源
内
訳

5,387,000

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

3,661,978

4,858,000

平成 25

1.00 人 人1.00 1.00

8,849,000 8,857,000 8,752,000

14,244,000

人 118,000

人

31,277

棟400

13,610,00012,510,978

35,610

棟400棟

市民1人当たり 106
①
人口（4月1日現在） 118,353

宮島地域

建物１棟当り

118,353 人

120

人

34,025

400

115

備考

案の作成 ―

―

伝建制度の確立

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

棟合意形成のための戸別訪問

――

400

成
果

活
動

H 27

目標値

400

案の作成

伝建条例制定・保存地区指定 ―H26地区指定

目
　
標

到
達
度

―
重伝建の選定重伝建の選定

事業実施に係る市役所（職員）の役割

・文化庁との調整

宮島地域の市民、学識経
験者、委託業者

Ｈ 25

目標値

400

25252525平成平成平成平成

平成 24

はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに

実施主体 関係団体（パートナー）

― ―

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

23平成

― ―

― ―



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

4

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・新規農業経営者研修施設整備事業 千円

・新規農業経営者研修事業 千円

【歳出】

新規農業経営者研修施設整備事業補助金 千円

新規農業経営者研修事業補助金 千円

年度決算 年度予算 年度予算

15,000

1,000

1,000 

新規農業経営希望者を対象とした研修事業を実施する団体等に対し研修の実施に必要な経費を
支援する。
　実施主体：ＪＡ佐伯中央
　事業内容：農業研修に係る経費の補助

新規農業経営希望者を対象とした軟弱野菜の産地化に係る研修事業を実施する団体等に対し研
修の実施に必要な研修施設等の整備を支援する。
  実施主体：ＪＡ佐伯中央
　事業内容：研修用ハウス及び研修に必要な機材等の補助

15,000

目標値

118,353 人

2

189

研修人数

人

市民1人当たり

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

25252525平成平成平成平成

平成 24

はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに

H 27
活  動  及  び  成  果  指  標 単位

Ｈ 25

目
　
標

到
達
度

本市に就農した人数（年間）

人

2 2成
果

活
動

目標値

2

備考

118,353

22,301,440

人

人

人

人 人0.72

6,301,440

118,000

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

    そ   の   他（使用料など）

①
人口（4月1日現在）

実施主体 関係団体（パートナー）

備　考23
16,000,000

平成

事業名
新規農業経営者育成事業新規農業経営者育成事業新規農業経営者育成事業新規農業経営者育成事業

活
動
内
容

  直  接  事  業  費  A

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

担い手協
農協

【対象】誰の（何の）ために

県 補助金交付事務、人材の選考、農地の確保、農業経営の指導等

    国   庫   支   出   金

25

担当課名 環境産業部　農林水産課

予
算
科
目

会計

03

農業費

農業振興費

01 一般会計

05

重 点 的 取 組

政 策 目 標
安全でおいしい食の里をつくる

項 01

目
的

目

事業開始年度

【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

新規農業経営者

平成 25

款 農林水産業費

根拠法令
条例

個別計画 等

第５次総合計画（担い手確保）、廿日市市新

規就農者育成事業実施要領

新規農業経営希望者を対象に研修事業を実施することで地域農業の核となる農業経
営者を育成し、地域農業の活性化と地域の特性を活かした産地化を推進する。

事業実施に係る市役所（職員）の役割

  人  件  費  (按 分） B

    市  （ 市税 な ど ）

財
源
内
訳

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

16,000,000

25平成



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

4

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・担い手支援事業補助金 千円

・集落法人経営基盤強化事業補助金 千円

・新規就農総合支援事業（青年就農給付金） 千円

・農地集積協力金 千円

　

【歳入】

県支出金

農業振興基金繰入金 千円

新規就農総合支援事業補助金 千円

農地集積加速化支援事業補助金 千円

【歳出】

担い手支援事業補助金 千円

集落法人経営基盤強化事業補助金 千円

新規就農総合支援事業（青年就農給付金） 千円（１０名）

農地集積協力金 千円

年度決算 年度予算 年度予算

①
人口（4月1日現在）

541,705    市  （ 市税 な ど ）

    国   庫   支   出   金

17,400,000

885,700

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

1,000,000 4,000,000

人

884,900

人

1,426,605

1,750,000

人

0.10 0.10 0.10

一般会計

05

目

21事業開始年度 平成

農業費

農業振興費

農林水産業費

目
的

安全でおいしい食の里をつくる

項 01

01

根拠法令
条例

個別計画 等

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款

重 点 的 取 組

事業名
担い手経営基盤強化事業担い手経営基盤強化事業担い手経営基盤強化事業担い手経営基盤強化事業

政 策 目 標

財
源
内
訳

1,000

担当課名

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

環境産業部　農林水産課

予
算
科
目

会計

03

新規就農総合支援事業実施要綱
廿日市市農業振興補助金交付要綱
第５次総合計画（農産物の品質向上）

新規就農者の経営・生産技術の指導（担い手支援事業）により、地域農業の担い手
となる農業者を育成する。また、人・農地プランの策定支援及びプラン達成のため
の各種事業（青年就農給付金、農地集積協力金）を実施する。

項　　目

農協
担い手協議会

市

25

    そ   の   他（使用料など）

担い手経営基盤強化事業

541,705 21,250,000

4,000

新規就農者の就農直後の経営の不安定な時期に所得を確保するための給付金を交付することに
より、就農後の確実な定着と早期経営安定を図る。

備　考平成

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

認定農業者、農業生産法
人、新規就農者

1,000

4,000

4,000

人・農地プランに位置づけられた地域の中心となる担い手に対し、農地集積に協力する農地所
有者を支援する。

関係団体（パートナー）

補助金支払事務（審査、現地確認）
補助金申請事務

事業実施に係る市役所（職員）の役割

25

15,000

15,000

2,400

18,500,000

－

197

118,353

22,400,000

1,000,000

人

②

  総  事  業  費 (A+B) 23,275,20022,135,700

187
単
位
コ
ス

ト
換
算

60

備考

成
果

活
動

14
目標値

2

ハウス設置面積

新規就農者

活  動  及  び  成  果  指  標

27認定農業者数 22 25戸

128 174

目
　
標

到
達
度

軟弱野菜(ほうれんそう等)販売量

a

2

Ｈ 25Ｈ

25252525平成平成平成平成

平成 24

はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに

118,353

実施主体

  直  接  事  業  費  A

実績値

Ｈ 23

目標値
単位

118,000

人

91

2,400

23平成

人
  人  件  費  (按 分） B

106

3

t

3人

60
目標値

31

46

H 2724

2,400

15,000

市、農業委員会、ＪＡ、県が構成員である廿日市市地域担い手育成総合支援協議会において、
経営力の高い農業者を育成するため、若い農業者に対して、経営・生産技術の指導事業を行
い、次世代の本市農業の担い手を育成する。

吉和地域の担い手である農事組合法人よしわが取り組む、売れる米づくりや地産地消（学校給
食米）の推進を促し、農業経営の安定に向けて支援する。

市民1人当たり 12

875,200



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

4

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算　 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・大型ハウス等設置事業補助金 千円

野菜産地化推進のため、大型ハウスの施設整備に係る費用の一部を補助する。　        

　補助額：１棟につき事業費の１／２以内で200,000円限度、雨よけ施設100,000円限度

・園芸産地拡大事業補助金 千円

認定農業者の規模拡大などにおける施設・機械等の導入（ＪＡリース事業）に係る費用

の一部を補助する。

　補助額：事業費の１／６以内

補助残でリース契約

【歳出】

大型ハウス等設置事業補助金 千円

園芸産地拡大事業補助金 千円

年度決算 年度予算 年度予算

目標値

118,353 人

5

29

31

大型ハウスの設置数

23平成

91 106ｔ

5
実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

25252525平成平成平成平成

平成 24

はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに

H 27
活  動  及  び  成  果  指  標  

Ｈ 25

目
　
標

到
達
度

軟弱野菜（ほうれんそう等）販売量

棟

22 25戸

128 174

27認定農業者数
成
果

活
動

2
目標値

5

備考

市民1人当たり 11

118,353

2,600,000

884,900

人

1,291,815

人

406,915

0.10

3,475,200

885,700 875,200

3,485,700

29

人 人人 0.10

118,000

0.10

備　考平成 25
2,600,000

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

    そ   の   他（使用料など）

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

①
人口（4月1日現在）

  人  件  費  (按 分） B

  直  接  事  業  費  A

実施主体

2,600,000

関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

財
源
内
訳

2,600,000

406,915

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

農家、認定農業者、農業生
産法人

事業名
農業基盤施設整備事業農業基盤施設整備事業農業基盤施設整備事業農業基盤施設整備事業

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

認定農業者、農協 市
補助金支払事務（審査、現地確認）
補助金申請事務

    国   庫   支   出   金

25

    県　 支　 出　 金

担当課名 環境産業部　農林水産課

予
算
科
目

会計

3

農業費

農業振興費

根拠法令
条例

個別計画 等

廿日市市農業振興補助金交付要綱
第５次総合計画（農業生産体制の強
化）

　農業の生産性向上、野菜産地化を図るための生産施設・機械等の導入に係る支援
を行う。

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 農林水産業費

重 点 的 取 組

政 策 目 標

目
的

安全でおいしい食の里をつくる

項 1

1 一般会計

5

目

*事業開始年度 平成

600

2,000

600

2,000

市 ＪＡ 資機材

生産者

1/6補助 資機材購入

ＪＡリース事業の流れ



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

4

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○農道、水路の整備

農道２路線、農業用水路２箇所の改良工事と、農道2路線、農業用水路１箇所の測量・設計を行う。

・事業費関連

【歳入】

・小規模農業基盤整備事業債

辺地対策事業債 千円

一般単独事業債 千円

・小規模農業基盤整備事業分担金 千円

【歳出】

・農道測量業務委託料 千円

・水路設計業務委託料 千円

・農道上畑口線改良工事　 千円

・農道下川末線改良工事 千円

・水路改良工事

道秀原地区 千円

浅原地区 千円

・広島県土地改良事業団体連合会特別負担金 千円

・事務費（消耗品費外） 千円

年度決算 年度予算 年度予算

4,000

目標値

1,000

7,100

9,200

目標値

25

918

経営耕地総面積 ha 419.3 419.3 419.3 419.3
成
果

計画路線の整備率 ％ 52.2 55.7 66.3 89.5

農業用水路改良 箇所 4 3 3 3

全体延長　L=1,141ｍ活
動

農道の整備 ｍ 596 636 756 1,021

実績値
備考

Ｈ 24 Ｈ 25 H 27

目標値
目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位
Ｈ 23

②

209 226

人

268

人 118,353 人 118,000単
位
コ
ス

ト
換
算

①
人口（4月1日現在） 118,353

市民1人当たり

  総  事  業  費 (A+B) 24,781,235 26,760,340 31,678,680

5,486,380 5,491,340 7,351,680

0.62 人 0.62 人 0.84 人

    市  （ 市税 な ど ） 6,584,295 573,000 7,747,000

    そ   の   他（使用料など） 1,090,460 9,766,000 280,000

    借   入   金   ( 市 債 ) 8,700,000 16,300,000

  直  接  事  業  費  A 19,294,855 21,269,000 24,327,000

2,230,000

    国   庫   支   出   金 9,620,100

平成

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目 平成 23

    県　 支　 出　 金 2,000,000
財
源
内
訳

  人  件  費  (按 分） B

109

5,500

1,200

1,600

平成 24

市 受益者
・測量設計調査業務及び工事監督業務
・用地交渉業務

25

活
動
内
容

280

10,000

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

農業従事者
農道・水路の整備の実施により、農作業労力の軽減を図るとともに、農地への安定
した水量の確保を図る。

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

根拠法令
条例

個別計画 等
－

生産基盤の強化（農道・農業用水路の整備）

事業名

款 05
予
算
科
目

会計

小規模農業基盤整備事業小規模農業基盤整備事業小規模農業基盤整備事業小規模農業基盤整備事業

重 点 的 取 組 安全でおいしい食の里をつくる 目 06

平成平成平成平成 25252525

担当課名 建設部　施設整備課

政 策 目 標 はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに 項 01
基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち

事業開始年度

01 一般会計

農林水産業費

農業費

農地改良費

平成 ※

備　考



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

4

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・事業内容

・背景

・事業費関連

　【歳出】

耕作放棄地対策事業補助金　    1,000千円（農地再生面積10ａあたり5万円）

≪地域担い手育成総合支援協議会≫

○協議会の目的

・

・望ましい農業構造の確立に資するため、農地の有効利用を図る。

○構成会員

・廿日市市

・廿日市市農業委員会

・佐伯中央農業協同組合

・広島県

年度決算 年度予算 年度予算

　農用地区域以外の地域（国庫補助対象とならない地域）において耕作放棄地対策を行う農業者（新規就
農希望者、経営規模拡大希望農業者）に対して、地域担い手育成総合支援協議会を通じて農地再生費用の
一部を補助する。

　耕作放棄地が拡大し、農地の持つ多面的機能の低下が懸念されており、耕作放棄地対策が喫緊の課題と
なっている。一方で耕作放棄地は農地として借りやすく、一定の面積が確保でき、営農面積が必要な新規
就農希望者にとっては営農開始の候補地となる。

農業の担い手及び農用地に対する施策を総合的に実施することにより、効率的かつ安定的な農業経営
及びこれをめざして経営改善に取り組む農業経営者の確保育成を図る。

351,000

項 01

01 一般会計

05

23

根拠法令
条例

個別計画 等

農地法
廿日市市農業振興補助金交付要綱
第５次総合計画(農業生産体制の強化)

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 農林水産業費

重 点 的 取 組

政 策 目 標
安全でおいしい食の里をつくる 目

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

担当課名 環境産業部　農林水産課

予
算
科
目

会計

03

農業費

農業振興費

・農地が有効に利用され、経営基盤が強化される

事業名
耕作放棄地対策事業耕作放棄地対策事業耕作放棄地対策事業耕作放棄地対策事業

事業開始年度 平成

地域担い手育成総合支援協議会補助金

項　　目

地域担い手育成総
合支援協議会

－
・補助金の交付
・農地情報の提供
・協議会への参画

備　考

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

・新規就農希望者
・規模拡大希望農業者

  直  接  事  業  費  A

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

8,849,000

    国   庫   支   出   金

1,000,000

351,000

    そ   の   他（使用料など）

人

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

1.00

平成 25
1,000,000

1,000,000 1,000,000

1.00 人人 1.00

9,857,000

人

9,200,000

人 118,000

9,752,000

118,353 人

8,857,000 8,752,000

83市民1人当たり 78
①

人口（4月1日現在） 118,353

83

備考

5 9

成
果

活
動

1
目標値

耕作放棄地解消面積

31

3

H 27

目標値
活  動  及  び  成  果  指  標 単位

ha
目
　
標

到
達
度

認定農業者数

25252525平成平成平成平成

平成 24

はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに

Ｈ 25

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

23平成

22 25戸



第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

4

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２５年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・漁業経営強化対策事業補助金の交付

　かき産地強化対策　（目標取組件数　３件）

　あさり産地強化対策（目標取組件数　３件）

　漁業経営強化対策　（目標取組件数　４件）

　あさり漁業被害対策

・事業費関連

【歳出】

漁業経営強化対策事業補助金　　　　　　　5,000千円

水産業費はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに 項 03

21

根拠法令
条例

個別計画 等
水産基本法

目

01 一般会計

05基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 農林水産業費

平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート

担当課名 環境産業部　農林水産課

予
算
科
目

会計

02 水産業振興費重 点 的 取 組

政 策 目 標
安全でおいしい食の里をつくる

事業名
水産業振興事業水産業振興事業水産業振興事業水産業振興事業

事業開始年度 平成

漁業経営強化対策の推進

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

海面漁業者 収益力の高い漁業経営を実現し、活力ある産地づくりを図る。

2,000,000

    県　 支　 出　 金

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

廿日市市水産振興
協議会

市
漁業経営の強化を図るための活動への支出及び連絡調整

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

平成２３年度決算

    国   庫   支   出   金

2,000,000

    そ   の   他（使用料など）

  直  接  事  業  費  A

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B

海面漁業者

漁業者１人当たり

財
源
内
訳

備　考平成２４年度予算 平成２５年度予算

2,000,000 5,000,000

0.250.25 人 人

2,000,000

2,212,250 2,214,250 2,188,000

5,000,000

人 0.25

②
3,120

市民1人当たり 36
①
人口（4月1日現在） 118,353 人

1,350 人

4,214,250 7,188,0004,212,250

36 61

118,353 人 118,000 人

Ｈ２３
実績値

Ｈ２４
目標値

3,122 5,324

人1,350

117

1,350 人

Ｈ２５
目標値

H２７
目標値

備考

1010

2,300 2,300 2,350統計集計待ち

目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

漁業生産額 百万円

活
動

漁業経営強化対策の取組件数 件

廿日市市水産振興協議会が実施する、かき・あさりのブランド化の推進や漁業経営の高度化（収益力強
化）等の取組みを支援し、生産意欲を向上させて、漁業の活性化を図るとともに、漁業経営の強化に資
する。また、市内漁業協同組合の連携を強化し、共同事業体制の構築を図る。



第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

4

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２５年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・漁場整備調査設計業務の委託

漁場整備を実施するための調査設計を実施する。

対象地域：大野瀬戸

・事業費関連

【歳入】

漁場整備事業債（一般単独） 千円

23,000千円×0.75＝17,200千円

【歳出】

漁場整備調査設計業務委託料 千円

項 03

重 点 的 取 組

政 策 目 標

01 一般会計

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 農林水産業費

水産業費はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに

安全でおいしい食の里をつくる 目

平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート

担当課名 環境産業部　農林水産課

予
算
科
目

会計

02

05

水産業振興費

事業名
漁場整備事業漁場整備事業漁場整備事業漁場整備事業

事業開始年度 平成

漁場整備の推進

25

根拠法令
条例

個別計画 等
漁港漁場整備法

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

海面漁業者 水産資源の持続的かつ安定的な利用を図るために、漁場の整備を行う。

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市 漁業協同組合
調査設計の委託、整備工事の実施、許認可の取得

    そ   の   他（使用料など）

  直  接  事  業  費  A
平成２３年度決算

    県　 支　 出　 金

海面漁業者

漁業者１人当たり

財
源
内
訳

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

    国   庫   支   出   金

  人  件  費  (按 分） B

17,200,000

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

備　考平成２４年度予算 平成２５年度予算

23,000,000

人 0.13人 人

5,800,000

1,137,760

②

市民1人当たり
①
人口（4月1日現在） 118,353 人

人

24,137,760

205

人

118,353 人 118,000 人

Ｈ２３
実績値

Ｈ２４
目標値

17,880

人1,350

Ｈ２５
目標値

H２７
目標値

備考

2－

－ 5

目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

あさり生産量の増加 ｔ

活
動

漁場整備面積 ha

23,000

17,200



第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

4

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２５年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・宮島漁船等巻揚施設改良工事の実施　

　 ウインチ取替　　　１台

ウインチ小屋改修　一式

・事業費関連

【歳入】

漁港施設整備事業債（過疎対策事業債）　　　12,000千円

【歳出】

宮島漁船等巻揚施設改良工事　　　　　　　　12,000千円

活
動

実施設計図書の完成 式
目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

災害発生件数 件

整備工事の完成 式 1

0 0 00

－

Ｈ２５
目標値

H２７
目標値

備考

－

2 －

－－1

630632

人 118,000 人

Ｈ２３
実績値

Ｈ２４
目標値

38,635 20,020

人人

24,417,120 12,612,6404,421,880

206 107

118,353

②
7,121

市民1人当たり 37
①
人口（4月1日現在） 118,353 人

621

人 0.07

1,061,880 1,417,120 612,640

0.12 人 人

23,000,000 12,000,000

0.16

備　考平成２４年度予算 平成２５年度予算

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B

施設利用者

利用者１人当たり

財
源
内
訳

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

平成２３年度決算

    国   庫   支   出   金

3,300,000

60,000

    そ   の   他（使用料など）

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市 漁業協同組合
整備工事の実施、各種許認可の取得

事業開始年度 昭和

漁船等巻揚施設整備の推進

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

漁船等所有者 漁船等の安全な操業と維持管理を図るための施設の整備を行う。

水産業振興費重 点 的 取 組

政 策 目 標

54

根拠法令
条例

個別計画 等

廿日市市漁船等巻揚施設設置
及び管理条例

安全でおいしい食の里をつくる 目

事業名
漁船巻揚施設維持管理事業漁船巻揚施設維持管理事業漁船巻揚施設維持管理事業漁船巻揚施設維持管理事業

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 農林水産業費

平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート

担当課名 環境産業部　農林水産課

予
算
科
目

会計

02

水産業費はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに 項 03

01 一般会計

05

    県　 支　 出　 金

  直  接  事  業  費  A 3,360,000

23,000,000 12,000,000



第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

4

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２５年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・塩屋漁港海岸整備事業に対する負担金

海岸保全施設整備事業（高潮対策）　　　60,000千円×1/10＝ 6,000千円

・地御前漁港海岸整備事業に対する負担金　　

海岸堤防等老朽化対策緊急事業　　　　 150,000千円×1/10＝15,000千円

・塩屋漁港整備事業に対する負担金

水産物供給基盤機能保全事業　　　　　　31,000千円×2/10＝ 6,200千円

・地御前漁港整備事業に対する負担金

水産物供給基盤機能保全事業　　　　　　18,700千円×2/10＝ 3,740千円

・事業費関連

【歳入】

漁港施設整備事業債（合併特例事業債）　　　29,300千円

【歳出】

塩屋漁港海岸整備事業負担金　　　　　　　　 6,000千円

地御前漁港海岸整備事業負担金　　　　　　　15,000千円

塩屋漁港整備事業負担金　　　　　　　　　　 6,200千円

地御前漁港整備事業負担金　　　　　　　　　 3,740千円

水産業費はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに 項 03

36

根拠法令
条例

個別計画 等
広島県建設事業負担金条例

目

01 一般会計

05基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 農林水産業費

平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート

担当課名 環境産業部　農林水産課

予
算
科
目

会計

02 水産業振興費重 点 的 取 組

政 策 目 標
安全でおいしい食の里をつくる

事業名
漁港整備事業負担金漁港整備事業負担金漁港整備事業負担金漁港整備事業負担金

事業開始年度 昭和

第２種漁港整備の推進

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

漁港利用者
漁港地区居住者

県の管理する第２種漁港における安全で効率的な漁業活動を確保するとともに、高
潮・台風等による災害から背後地の生命・財産等の防護を図る。

7,499,660

    県　 支　 出　 金

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

広島県 市
事業調整及び負担金の納付

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

平成２３年度決算

    国   庫   支   出   金

7,100,000

399,660

    そ   の   他（使用料など）

  直  接  事  業  費  A

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B

漁港地区人口

人口１人当たり

財
源
内
訳

17,100,000 29,300,000

備　考平成２４年度予算 平成２５年度予算

18,000,000 30,940,000

0.080.08 人 人

900,000

707,920 708,560 700,160

1,640,000

人 0.08

②
1,014

市民1人当たり 69
①

人口（4月1日現在） 118,353 人

8,098 人

18,708,560 31,640,1608,207,580

158 268

118,353 人 118,000 人

Ｈ２３
実績値

Ｈ２４
目標値

2,357 3,907

人8,098

18,0007,500

7,939 人

Ｈ２５
目標値

H２７
目標値

備考

43,00030,940

333 291 291291

目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

利用漁船隻数 隻

活
動

負担金支出 千円



第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

4

4

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２５年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・水産物供給基盤機能保全事業の実施

　 機能保全計画の作成

対象漁港　　上ノ浜・梅原漁港

調査設計業務の委託

　 対象漁港　　丸石漁港

・事業費関連

【歳入】

地域水産物供給基盤整備事業補助金　　　　　　　　5,000千円

漁港整備事業債（合併特例事業債）　　　　 　　　15,600千円

【歳出】

上ノ浜・梅原漁港機能保全計画作成業務委託料　　 10,000千円

丸石漁港機能保全調査設計業務委託料　　　　　　 11,500千円

  直  接  事  業  費  A

5,000,000 5,000,000

10,000,000

農林水産業費

水産業費

15,600,000

備　考

項 03

02

05

水産業振興費

24

根拠法令
条例

個別計画 等
漁港漁場整備法

平成２４年度予算 平成２５年度予算

重 点 的 取 組

政 策 目 標

01 一般会計

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款

安全でおいしい食の里をつくる 目

はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに

平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート

担当課名 環境産業部　農林水産課

予
算
科
目

会計

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

漁港利用者
漁港地区居住者

市の管理する第１種漁港において、漁港施設の老朽化診断のもと、機能保全計画を
策定して、施設の長寿命化を図りつつ、更新コストの平準化・縮減を図る。

事業名
漁港整備事業漁港整備事業漁港整備事業漁港整備事業

事業開始年度 平成

第１種漁港整備の推進

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市 漁業協同組合
業務委託の発注、補助金申請事務、漁港利用者との事業調整、機能保
全計画の策定、実施設計及び保全工事の実施

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

平成２３年度決算

    国   庫   支   出   金

    そ   の   他（使用料など）

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B

    県　 支　 出　 金

人口１人当たり

財
源
内
訳

4,700,000

21,500,000

0.24 人 0.31人 人

300,000 900,000

2,125,680 2,713,120

②

市民1人当たり
①

人口（4月1日現在） 118,353 人

漁港地区人口 人

12,125,680 24,213,120

102 205

2,109 人

－

118,353 人 118,000 人

Ｈ２３
実績値

Ｈ２４
目標値

5,749 11,236

人2,155

Ｈ２５
目標値

H２７
目標値

備考

33

－ － 0 3

1
目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

保全工事の実施数 港

活
動

機能保全計画の策定数 港



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

5

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○宮島おもてなし強化事業

・・・・宮島おもてなし隊（H25.6～H25.9） 4名雇用予定

・・・・体験観光の推進（H25.4～H26.3） 2名雇用予定

【歳入】 広島県緊急雇用対策基金事業補助金 千円

【歳出】 宮島おもてなし強化事業委託料 千円

年度決算 年度予算 年度予算

各種大型観光キャンペーンの実施により、平成25年度も宮島への来訪者が多くなることが予測される。
このため、おもてなしの強化を図ることを目的に次の２つの事業を行う。

11,400

11,400

11,400,000

一般会計

06

25

根拠法令
条例

個別計画 等
－

○大型観光キャンペーン事業等により、多くの観光客が来訪する宮島での「おもて
なし」の受け入れ態勢が強化される。
○好印象を与えることでリピーターが増加する。
○地域の観光関連産業や雇用への波及効果が生じる

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 商工費

重 点 的 取 組

政 策 目 標

担当課名 環境産業部　観光課

予
算
科
目

会計

03

商工費

観光費
項 01

01

「宮島」のおもてなしをより高める 目

事業名
観光おもてなし向上事業観光おもてなし向上事業観光おもてなし向上事業観光おもてなし向上事業

事業開始年度 平成

おもてなしの宮島づくりの推進
（宮島おもてなし強化事業）

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

国内観光客　 ３５８万人
外国人観光客   　７万人
島内住民　　１,８２３人
※数値Ｈ２３

  直  接  事  業  費  A

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市 宮島の観光関係団体
○事業の効果的な実施のための委託先の選定
○地域の観光関係団体との事業調整の支援（委託事業支援）

    国   庫   支   出   金

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B

H23宮島地域総観光客数

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

平成 25
11,400,000

人 人人 0.29

2,538,080

人

13,938,080

市民1人当たり 2
①

人口（4月1日現在） 118,353

人3,641,979

118,353 人

4

人3,600,0003,350,000

人

－活
動

－
目標値

500

来訪者へのおもてなし対応

360 330

H 27

目標値
活  動  及  び  成  果  指  標 単位 備考

体験観光の企画実施 参加数

数値化不可

500

－ －

成
果

目
　
標

到
達
度

宮島地域の総観光客数

419

万人

Ｈ 2524

25252525平成平成平成平成

平成 24

「宮島」を中心として、多くの人が訪れるまちに

118

平安装束を身にまとった「宮島おもてなし隊」が、宮島を訪れる観光客に対し島内の観光案内、写真撮影の補
助等を行う（広島デスティネーションキャンペーン期間中に実施予定）。

118,000

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ

人

伝統産業や自然探索等の「体験観光」の紹介や企画実施。

23平成

364 335



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

5

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○「宮島のおもてなし」ブランディング事業（H25新規：県補助事業）

・・・・おもてなしのコンセプト形成事業

【歳入】 広島県おもてなし向上活動支援事業補助金 千円

【歳出】 おもてなしのコンセプト形成事業委託料 千円

・・・・宮島観光おもてなしマイスター制度導入事業

【歳入】 広島県おもてなし向上活動支援事業補助金 千円

【歳出】 宮島観光おもてなしマイスター制度導入事業委託料 千円

年度決算 年度予算 年度予算

おもてなしで選ばれる観光地「宮島」を目指して、観光客の視点に立った、おもてなしのクオリティの向上や
宮島ならではの「おもてなし」のブランド化について、地域事業者が主体的に検討し取組めるように、次の２
つの事業を実施する。
本事業で得られた結果は、策定する(仮)廿日市市観光振興基本計画に反映する。

宮島ならではの「おもてなし」について、地域の観光関係事業者等と協働でコンセプトを検討する。

700

2,300

4,600

来訪する観光客一人ひとりに好印象を与えることで、リピーター増加に繋げるための「宮島観光おもてなしマ
イスター制度」を創設し、おもてなしの観光地「宮島」としてのブランド化を図るとともに、全国へ向けての
ＰＲを行う。なお、平成２５年度は制度導入と同時に次年度以降に地域の関係者が自主的に運営できる仕組み
づくりも行う。

1,400

23平成

363 335万人

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

25252525平成平成平成平成

平成 24

「宮島」を中心として、多くの人が訪れるまちに

Ｈ 25

目
　
標

到
達
度

宮島地域の総観光客数

回

回・人

H 27

目標値
活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

活
動

－

目標値

地域でのワークショップ開催

360 330

－

備考

人

73

3－

2

人3,600,000人3,350,000

市民1人当たり 2
①

人口（4月1日現在） 118,353

人3,641,979

人

H23宮島地域総観光客数

人 118,000

8,625,600

118,353

人

2,625,600

3,000,000

25

人 人 0.30

6,000,000

単
位
コ
ス

ト
換
算

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

    国   庫   支   出   金

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

国内観光客　 ３６４万人
外国人観光客   　７万人
島内住民　　１,８２３人
※数値Ｈ２３

  直  接  事  業  費  A
平成

平成

「宮島のおもてなし」のブランディング
※宮島のおもてなしクオリティの向上

  人  件  費  (按 分） B

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

活
動
内
容

関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市
宮島観光協会
地域団体など

担当課名 環境産業部　観光課

予
算
科
目

会計

03

商工費

観光費
項 01

01

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 商工費

重 点 的 取 組

政 策 目 標
「宮島」のおもてなしをより高める 目

06

根拠法令
条例

個別計画 等
－

○宮島ならではの「おもてなし」の概念について、地域が共通の認識を持ち自ら実
践できるようになる。
○おもてなしの向上が図られ宮島へのリピーター客が増加する。

25

○宮島のおもてなし概念形成のための観光事業者等に対する側面支援
(検討の場作り)
○おもてなしに関する実践事業の実施

3,000,000

事業開始年度

実施主体

事業名
観光おもてなし向上事業観光おもてなし向上事業観光おもてなし向上事業観光おもてなし向上事業

一般会計

備　考



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

5

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・宮島サイン計画策定業務

(1) 利用者の立場にたった、わかりやすい連続性・統一性のある公共サインの整備

(2) 宮島の地域環境に相応しい良好な景観形成に寄与する公共サインの整備

(3) 宮島の固有の地域資源に対する観光来訪、回遊の促進に寄与する移動の支援となる公共サインの整備

※平成２４年度実施の実態調査の結果を踏まえ、平成２５年度は具体的な計画策定業務を実施する。

・都市サイン盤面修正工事

　広電阿品東駅（２面）、広電JA前駅（２面）、峰高公園（２面）

・事業費関連

【歳入】

【歳出】

年度決算 年度予算 年度予算23平成

－ －

100

103

118,353 人

市民1人当たり

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

25252525平成平成平成平成

平成 24

「宮島」を中心として、多くの人が訪れるまちに

Ｈ 25

目
　
標

到
達
度 数値化困難

H25策定予定の計

画に基づき実施

宮島サイン計画によるインフォメー
ション機能の充実

H 27

目標値
活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

活
動

目標値

宮島サイン計画策定 H25で完了－

備考

人

101

8,849,000

75

118,353 人 118,000

1.00 人人 1.00

12,152,000

8,857,000 8,752,000

11,957,000

2,000,000

1,100,000 1,400,000

平成 25
3,400,000

2,000,000

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

1.00 人

①
人口（4月1日現在）

  人  件  費  (按 分） B

    国   庫   支   出   金

8,849,000

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

市民、来訪者

  直  接  事  業  費  A

実施主体

年間観光客数300万人を安定的に維持しながら、リピーターの増加と滞在時間の延
長をめざすという目標の実現に向けて、宮島観光のグレードアップを図っていく
“おもてなし”のひとつとして、景観に配慮した歩行ルート、サイン施設や誘導シ
ステムの整備などのインフォメーション機能の充実を図る。

活
動
内
容

関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市 観光協会、商工会等
・道路案内サインや歩行者案内サインなど公共サインの景観形成を図
るため連続性・統一性を確保し、利用者・観光来訪者の円滑な移動を
支援する。

3,100,000

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

25

事業名
市街地整備関連調査事業市街地整備関連調査事業市街地整備関連調査事業市街地整備関連調査事業

事業開始年度 平成

観光案内版などデザイン統一化検討

担当課名 建設部　都市・建築局　都市計画課

予
算
科
目

会計

01

都市計画費

都市計画総務費

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 土木費

重 点 的 取 組

政 策 目 標 項 04

01 一般会計

07

24

根拠法令
条例

個別計画 等

・廿日市市観光まちづくり懇
話会報告書 観光地宮島のグ
レードアップ施策（H18年）

「宮島」のおもてなしをより高める 目

都市サイン盤面修正工事 900 千円

3,400 千円

宮島サイン計画策定業務委託料 2,500 千円

2,000 千円

（起債充当事業：宮島サイン計画策定業務委託料　2,500千円）

過疎地域自立促進特別事業債

　次の事項を公共サインとしての基本理念とし、廿日市市としての統一感と地域性を考慮した誰に対しても安全でわか
りやすく、かつ、景観に配慮したユニバーサルデザインを意識したサイン計画を策定する。
　策定後は、当該計画に基づき順次整備・更新を行い、世界的な観光地にふさわしい親切で温かい“おもてなし”ので
きる島づくりにつなげることで、リピーターの増加と滞在時間の延長といった効果を見込む。

※関係機関・関係課と連携を図り、具体的には今後のサインの基本方針、誘導計画、デザイン計画等を
策定するが、効率性、専門性を考慮し、業務委託により実施する。

既設置の案内サインについて、経年による劣化等を踏まえ、計画的に修正工事を行う。平成２５年度
は、次の６面について実施する。



第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

5

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２４年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・事業費関連

【歳入】

○港湾施設整備事業債 千円

（過疎対策事業債　12,500千円、公共事業等債　31,000千円）

【歳出】

○厳島港３号桟橋改良 千円

50,000千円×1/4

○ビジターバース整備（宮島） 千円

138,000千円×1/4

34,500

事業進捗率 ％
目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

利便性の向上 ％

活
動

H２６工事完成年度(供用開始）・１００％

Ｈ２２
実績値

Ｈ２３
目標値

Ｈ２４
目標値

5 87

H２７
目標値

備考

－35

85,521,400 48,750,400

118,353 人 118,000

723

人

413

118,353

19,655,300  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

人

1,769,800 1,771,400

人

50,000 3,500,000

1,750,400

0.20 人 0.20 人 0.20

83,750,000 47,000,000

43,500,000

備　考平成２４年度予算 平成２５年度予算

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

②

広島県が施行する港湾施設整備事業に伴う負担金

83,700,000

  人  件  費  (按 分） B

    そ   の   他（使用料など）

85,500

17,800,000

財
源
内
訳

市民1人当たり 166
①

人口（4月1日現在）

  直  接  事  業  費  A 17,885,500

    県　 支　 出　 金

12,500

43,500

港湾施設の利用者 港湾施設の利便性が向上する。

市 広島県の事業の円滑な推進のため、地元調整などの事業調整

    国   庫   支   出   金

平成２３年度決算

事業名
港湾施設整備負担金港湾施設整備負担金港湾施設整備負担金港湾施設整備負担金

事業開始年度 平成

港湾施設整備負担金

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

22

根拠法令
条例

個別計画 等
広島県建設事業負担金条例

土木費

河川費

「宮島」のおもてなしをより高める 目

広島県

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート

担当課名 建設部　建設総務課

予
算
科
目

会計

02

07

海岸保全費重 点 的 取 組

政 策 目 標

01 一般会計

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款
「宮島」を中心として、多くの人が訪れるまちに 項 03



第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

5

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２４年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・事業費関連

【歳入】

○港湾施設整備事業債(合併特例債) 千円

【歳出】

○宮島口港湾整備 千円

377,000千円×1/4＋

10,000千円×1/3

海岸保全費

広島県建設事業負担金条例

目

【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

22

根拠法令
条例

個別計画 等

事業実施に係る市役所（職員）の役割関係団体（パートナー）

一般会計

07款 土木費

01

平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート

担当課名 建設部　建設総務課

予
算
科
目

会計

02

河川費

「宮島」のおもてなしをより高める

項

基 本 目 標

港湾施設の利用者 港湾施設の利便性が向上する。

事業名
港湾施設整備負担金港湾施設整備負担金港湾施設整備負担金港湾施設整備負担金

事業開始年度 平成

港湾施設整備負担金（宮島口の港湾整備）

【対象】誰の（何の）ために

新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち

03

平成２３年度決算

    国   庫   支   出   金

重 点 的 取 組

政 策 目 標 「宮島」を中心として、多くの人が訪れるまちに

1,516,462

92,700

目
的

実施主体

広島県 市 広島県の事業の円滑な推進のため、地元調整などの事業調整

1,400,000

項　　目

    借   入   金   ( 市 債 )

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

  総  事  業  費 (A+B)

    県　 支　 出　 金

  直  接  事  業  費  A

  人  件  費  (按 分） B

財
源
内
訳

人口（4月1日現在）

    そ   の   他（使用料など）

単
位
コ
ス

ト
換
算 ②

87,800,000 92,700,000

    市  （ 市税 な ど ） 116,462

備　考平成２４年度予算 平成２５年度予算

92,500,000 97,584,000

0.20 人 0.200.20 人 人

4,700,000 4,884,000

1,769,800 1,771,400 1,750,400

市民1人当たり 28
①

797

94,271,400 99,334,4003,286,262

118,353 人 118,353 人 118,000 人

842

Ｈ２２
実績値

Ｈ２３
目標値

－

Ｈ２４
目標値

H２７
目標値

備考

－

－ － －

－ 広島県と調整中－

完成年度未定

目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

利便性の向上 ％ －

活
動

事業進捗率 ％

97,584

広島県が施行する港湾施設整備事業に伴う負担金



第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

5

1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２４年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

・事業費関連

【歳出】

○宮島口地区整備手法検討等業務 千円

千円

○宮島口地区周辺渋滞対策業務 千円

項 04政 策 目 標

01 一般会計

07基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 土木費

都市計画費「宮島」を中心として、多くの人が訪れるまちに

「宮島」のおもてなしをより高める 目

平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート平成25年度　事業シート

担当課名 建設部　宮島口みなとまちづくり推進室

予
算
科
目

会計

01 都市計画総務費重 点 的 取 組

事業名
宮島口地区整備事業宮島口地区整備事業宮島口地区整備事業宮島口地区整備事業

事業開始年度 平成

宮島口桟橋周辺の整備促進

19

根拠法令
条例

個別計画 等
宮島口みなとづくり整備計画

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

・宮島への観光客
・宮島口施設の利用者

・宮島観光において、ターミナルなどの施設を快適に利用できるようにする。
・渋滞を緩和させることで、観光客へのおもてなしや、地区住民の生活環境を向上
させる。

11,561,910

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市 国土交通省、広島県
・宮島口の整備に伴う、関係機関や地元との調整
・事業の推進に伴う進行管理

活
動
内
容

宮島口地区の環境整備のため、整備方針や道路等の検討を行う。

20,000

    借   入   金   ( 市 債 )

平成２３年度決算

    国   庫   支   出   金

11,561,910

    そ   の   他（使用料など）

  直  接  事  業  費  A

財
源
内
訳

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算 ②

①

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B

    県　 支　 出　 金

1.50 人

4,200,000

備　考平成２４年度予算 平成２５年度予算

35,004,000 45,000,000

人

30,804,000 45,000,000

13,273,500 13,285,500 21,880,000

1.50 人 2.50

市民1人当たり 210

人口（4月1日現在） 118,353 人

48,289,500 66,880,00024,835,410

408 567

118,353 人 118,000 人

31

Ｈ２３
実績値

Ｈ２４
目標値

Ｈ２５
目標値

H２７
目標値

備考

23

335 360 330

活
動

誘導案内日数 日

363

2323
目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

宮島来島者数 万人

5,000

20,000

○宮島口市営立体駐車場整備検討業務



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

5

2

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）
○宮島公式サイト多言語版運営事業

【歳出】 宮島公式サイト多言語版運営業務委託料 千円

○訪日旅行促進事業の県協議会への負担金
外国人旅行客増加のための活動組織へ事業負担金を支出する。(一般分300千円、教育旅行誘致分100千円)

【歳出】 広島県国際観光テーマ地区推進協議会負担金 千円

○訪日旅行促進事業(ＶＪ事業)※ＶＪ：ビジットジャパン

【歳出】 フランス・インバウンド誘客事業負担金 千円

○海外人気ガイドブックを活用したプロモーション（H25新規）

【歳出】 千円

○その他事業関連事務費　　役務費 千円
年度決算 年度予算 年度予算
470,000

備　考

01 一般会計

06

*

○本市を訪れる訪日外国人旅行客が増加する（宿泊数・滞在時間の延長）。
○外国の旅行事業者が本市を対象とした旅行商品を造成する。
○世界遺産の知名度を生かした海外への情報発信ができる。

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 商工費

重 点 的 取 組

政 策 目 標 項 01

国内外への情報発信を強化する

項　　目

活
動
内
容

関係団体（パートナー）

担当課名 環境産業部　観光課

予
算
科
目

会計

03

商工費

国・県・県外市町
モンサンミッシェル
(独)国際観光振興機構

目

事業名
観光誘客強化事業観光誘客強化事業観光誘客強化事業観光誘客強化事業

事業開始年度 平成

誘致活動の展開（インバウンド企画事業）
※インバウンド・・訪日外国人旅行客

観光費

根拠法令
条例

個別計画 等
－

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

外国人観光客　７(１２)万
人
※数値Ｈ２３(Ｈ２２)

  直  接  事  業  費  A

実施主体 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市

○海外の観光事業関係者の招聘とその対応
○訪日旅行促進事業(ＶＪ事業)等での現地プロモーション
○モンサンミッシェルとの交流事業

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

6,000,000

8,590,000

470,000

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B
0.20 人

1,769,800

H23外国人観光客数

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

市民1人当たり
①
人口（4月1日現在）

    国   庫   支   出   金

平成 25

0.20

3,180,000

2,590,000 3,180,000

人 人

130,000

人 118,353

1,771,400

人

30

19

118,353

人75,231

0.22

88

1,925,440

10,361,400

人 118,000

備考

80 46

人110,000人

43

活
動

－

目標値

外国人観光客誘致活動※随時活動

3

－ 数値化不可－

11

海外現地誘客活動

成
果

数値化不可2

7 13

目
　
標

到
達
度

15

Ｈ 25

25252525平成平成平成平成

平成 24

「宮島」を中心として、多くの人が訪れるまちに

H 27

平成

2,239,800 5,105,440

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ

万人

23

24

目標値
活  動  及  び  成  果  指  標 単位

2,000

－

宮島地域の外国人観光客数

海外人気ガイドブックを活用したプロモーション負担金

外国人旅行客誘致を目的に、国、県及び(独)国際観光振興機構(ＪＮＴО)等と連携して、本市の魅力あふれる
観光資源や地域産業の情報発信を行う。なお、平成25年度も本市への来訪客が多いフランスを対象に取組むこ
ととする。

海外人気ガイドブックを活用したプロモーションにより、海外からの誘客を促進する。なお、本事業は、広島
県などの関係自治体と民間事業者が協同で実施するため、その事業の一部を負担する。

70

25

400

500

平成24年度に修正した多言語版サイトの随時更新（翻訳）を行うことで、海外への情報発信を強化する。

210



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

5

2

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○広島湾宝しまクルーズの運行事業(H25新規)

【歳出】 広島湾宝しまクルーズ運行事業負担金 千円

広島湾宝しまクルーズ運行附帯業務委託料 千円

※運行期間は宮島桟橋ターミナル耐震化工事期間と重なるため、クルーズ乗り場案内等の誘導看板が必要

年度決算 年度予算 年度予算

700

300

平成25年7月～9月に実施される広島デスティネーションキャンペーン期間中の土日に、瀬戸内海の魅力をア
ピールすることを目的とした宮島港、宇品港、呉港などを結ぶクルーズ船を運航するため、関係自治体で経費
の一部を負担する。
また、運行に伴い乗り場案内の看板も設置する

成
果

活
動

－

23

－ －

単位

平成

599 573万人

－関係団体との連携及び支援

活  動  及  び  成  果  指  標
実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

25252525平成平成平成平成

平成 24

「宮島」を中心として、多くの人が訪れるまちに

Ｈ 25

330

目
　
標

到
達
度

本市の総観光客数

万人

数値化不可

360宮島地域の総観光客数

570 600

363 335

目標値

H 27

目標値

22

備考

市民1人当たり
①
人口（4月1日現在） 118,353 人

2,575,360

人

0.18

1,000,000

人 118,000118,353

1,575,360

人 人人

1,000,000

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

○国内外からの観光客誘致
○戦略的誘客商品の設定
○関係団体との連携強化

  直  接  事  業  費  A

実施主体

県・周辺市町・県
観連・ＪＲなど

－

誘致活動の展開（連携・協働による誘致強化事業）
※広島デスティネーションキャンペーン関連事業

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

○負担金の交付及び業務委託
○地元を含む関係団体等との調整
○プロモーション活動

    国   庫   支   出   金

    そ   の   他（使用料など）

国内外への情報発信を強化する 目

備　考平成 25

観光誘客強化事業観光誘客強化事業観光誘客強化事業観光誘客強化事業

活
動
内
容

関係団体（パートナー）

担当課名 環境産業部　観光課

予
算
科
目

会計

03

商工費

観光費

事業実施に係る市役所（職員）の役割

○関係団体との連携により効果的な誘客活動を実施し観光客数が増加する。
○事業を契機とした新たな観光資源の提供が事業者の努力により可能となる。

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 商工費

重 点 的 取 組

政 策 目 標

事業名

事業開始年度 平成

項 01

01 一般会計

06

25

根拠法令
条例

個別計画 等
－



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2
5
3

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○廿日市市エコ＆グリーンツーリズム推進事業

・彌山等宮島の事業推進 H25.6～H26.3 3名雇用予定

・中山間自然体験事業の推進 H25.6～H26.3 1名雇用予定

【歳入】 広島県緊急雇用対策基金事業補助金 千円

【歳出】 廿日市市エコ＆グリーンツーリズム推進事業委託料 千円

年度決算 年度予算 年度予算

宮島の彌山等と本市の中山間地域の自然等を生かしたツアー造成のために、実証事業などを通じて専門知識を
有するガイドの養成を行うとともに、本市のエコツーリズムとグリーンツーリズムを推進するための、自然に
関する観光資源のアクションプランを策定する。

16,000

16,000

01 一般会計
06

25

○宮島の彌山を中心とした貴重な自然や、中山間地域の豊かな自然等を魅力ある観
光資源として観光客に提供できる。
○体験型観光としてブラッシュアップすることで、滞在時間延長や宿泊増加につな
がる。
○専門のガイド等によるツアーの質の向上により観光客の満足度が高まる。

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 商工費

重 点 的 取 組

政 策 目 標 項 01

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

担当課名 環境産業部　観光課

予
算
科
目

会計

03
商工費
観光費

根拠法令
条例

個別計画 等

観光資源をネットワーク化する 目

事業名
観光資源ネットワーク化事業観光資源ネットワーク化事業観光資源ネットワーク化事業観光資源ネットワーク化事業

事業開始年度 平成

廿日市市エコ＆グリーンツーリズム推進事業
－

項　　目

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

○国内外からの観光客

  直  接  事  業  費  A

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市
地域の観光関係団体

NPO法人　など

○事業の効果的な実施のための委託先の選定
○地域の観光関係団体との事業調整の支援（委託事業支援）

    国   庫   支   出   金

16,000,000    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

  人  件  費  (按 分） B

H23市の総観光客数

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

①

    そ   の   他（使用料など）

備　考平成 25
16,000,000

人 0.40
3,500,800

人 118,000

19,500,800

人人

5,730,000
市民1人当たり

人口（4月1日現在） 118,353

人5,993,041

人 118,353 人

3
人5,993,041人

－6
目標値

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

備考

活
動

－
目標値

10
600

人ガイド等の養成人数
実証事業の実施

市の総観客数

目
　
標

到
達
度

回

万人

－

570

Ｈ 25

25252525平成平成平成平成

平成 24

「宮島」を中心として、多くの人が訪れるまちに

H 27

165

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

リニューアル（平成25年秋に完成予定）される彌山展望台を、新たな宮島の観光スポットとするため、研修や
実証事業を通じたガイド養成やマップ及びHPの制作等を行う。また、あわせて旅行事業者等にプロモーション
を行う。

平成２４年度の自然体験指導員養成事業を引き続き実施するとともに、リニューアルした岩倉ファームパーク
等の市の施設を活用した実証事業を行う。
また、教育旅行や社員研修等をターゲットとしたプロモーションを行う。

23平成

599 573



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

5

3

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○（仮）廿日市市観光振興基本計画策定（H25新規）

【歳出】

会議報償費（学識） @7,000×3人×4回 千円

費用弁償（学識・県内） @500×2人×4回 千円

費用弁償（学識・県外） @12,120×1人×4回 千円

計画策定業務委託料 千円

年度決算 年度予算 年度予算

3,000

49

4

廿日市市産業構造調査や観光ギャップ調査等の分析結果をベースに、今後の本市の観光振興の基本方針となる
観光振興基本計画を、市内の観光関係者等と協働で策定する。なお、策定期間は平成25年度から平成26年度の
二か年。

84

23平成

3 573

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

64

25252525平成平成平成平成

平成 24

「宮島」を中心として、多くの人が訪れるまちに

Ｈ 25

目
　
標

到
達
度

市の総観光客数

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

会議開催

成
果

活
動

6

※H23は大河事業の推移協議会を運営

2

目標値

万人 570 600

備考
H 27

目標値

118,353 人

0 1

人5,993,041人5,730,000

0

市民1人当たり 8
①
人口（4月1日現在） 118,353

人5,993,041

156,000 3,137,000

人 118,000

7,513,000

884,900 885,700 4,376,000

1,041,700

人

9

891,160

0.10 人 人人 0.500.10

備　考平成 25
3,137,000

  人  件  費  (按 分） B

H23市の総観光客数

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

6,260

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

市
観光関係団体

市民

○本市の観光政策に関する情報収集、現状把握、分析
○策定のための会議等の設置と運営
○基本計画策定とその計画を推進する体制の構築

    国   庫   支   出   金

156,000

コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

国内外からの観光客
市民

  直  接  事  業  費  A

実施主体

6,260

観光資源をネットワーク化する 目

事業名
観光資源ネットワーク化事業観光資源ネットワーク化事業観光資源ネットワーク化事業観光資源ネットワーク化事業

事業開始年度 平成

観光振興基本計画策定

活
動
内
容

関係団体（パートナー）

担当課名 環境産業部　観光課

予
算
科
目

会計

03

商工費

観光費

事業実施に係る市役所（職員）の役割

根拠法令
条例

個別計画 等
-

○本市に世界遺産「宮島」を中心として多くの人が訪れるようになる。
○戦略的かつ効果的な観光政策を体系的に推進することで地域の活性化や雇用の拡
大など地域への波及効果が生じる。

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 商工費

重 点 的 取 組

政 策 目 標 項 01

01 一般会計

06

25



年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2

5

3

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）

○(仮)瀬戸内しま博覧会開催負担金

【歳出】 瀬戸内しま博覧会（仮称）実行委員会負担金 千円

※H26年度は840千円負担予定(二か年で1,400千円)

年度決算 年度予算 年度予算23平成

363 335万人

実績値

Ｈ 23

目標値

Ｈ 24

25252525平成平成平成平成

平成 24

「宮島」を中心として、多くの人が訪れるまちに

Ｈ 25

目
　
標

到
達
度

宮島地域の総観光客数

数値化不可－

H 27

目標値
活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

活
動

－

目標値

観光客誘客活動

360 330

－ －

12

備考

118,353 人

0

人3,600,000人3,350,000

市民1人当たり
①
人口（4月1日現在） 118,353

人3,641,979

560,000

人 118,000

1,435,200

875,200

人

人 人人 0.10

備　考平成 25
560,000

  人  件  費  (按 分） B

H23宮島地域総観光客数

財
源
内
訳

②

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

    そ   の   他（使用料など）

    県　 支　 出　 金

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

博覧会実行委員会
構成員

広島県・愛媛県ほか

○実行委員会負担金の支出
○実行委員会での広報宣伝、誘客活動、情報交換及び事業調整
○観光素材の掘り起こしや観光ルートの企画設定など

    国   庫   支   出   金
コ
ス
ト
情
報

（

円

）

項　　目

25

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

国内からの観光客

  直  接  事  業  費  A

実施主体

観光資源をネットワーク化する 目

事業名
観光資源ネットワーク化事業観光資源ネットワーク化事業観光資源ネットワーク化事業観光資源ネットワーク化事業

事業開始年度 平成

滞在周遊型観光の推進事業３
(瀬戸内しま博覧会負担金）

活
動
内
容

関係団体（パートナー）

担当課名 環境産業部　観光課

予
算
科
目

会計

03

商工費

観光費

事業実施に係る市役所（職員）の役割

○沿岸部の周辺地域との連携により滞在・回遊型観光の観光客が増加する。
○広域周遊ルートの形成により滞在型の観光地となる。

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 商工費

重 点 的 取 組

政 策 目 標 項 01

01 一般会計

06

25

根拠法令
条例

個別計画 等
－

瀬戸内海国立公園指定８０周年を記念して、広島県と愛媛県及び両県の沿岸部の市町で構成する協議会によ
り、瀬戸内海の活性化を目的とした博覧会を開催するため、次の負担金を支出する。
主な事業内容は、イベント及び地域人材育成を通じて、プロダクト開発、地域活性化及びプロモーション等を
行う予定。

560


